
①

曽
我
物
語
は
、
修
験
系
の
巫
祝
唱
導
の
徒
の
な
か
で
成
長
し
た
こ
と
が
説

か
れ
て
久
し
い
。
そ
し
て
、
わ
た
く
し
は
、
す
で
に
曽
我
物
語
に
先
行
し
た

巫
蜆
の
語
り
を
八
曽
我
語
り
Ｖ
と
称
し
て
、
そ
の
発
生
・
成
長
を
論
究
し
て

②

き
た
。
し
か
し
、
文
芸
作
品
と
し
て
の
曽
我
物
語
は
、
そ
の
八
曽
我
語
り
Ｖ

そ
の
ま
ま
の
成
長
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
八
曽
我
語
り
Ｖ
を
ひ
き

ず
り
な
が
ら
、
作
品
と
し
て
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
飛
躍
を
な

し
た
個
性
は
何
か
。
す
く
な
く
と
も
、
曽
我
物
語
の
古
態
な
る
真
名
本
に

よ
る
限
り
、
そ
れ
は
天
台
系
唱
導
に
通
じ
た
説
経
僧
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

③

そ
れ
も
箱
根
山
と
か
か
わ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
真
名

本
曽
我
物
語
の
作
者
の
視
界
の
中
心
は
、
箱
根
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

叙
述
の
方
法
は
、
天
台
系
寺
院
の
説
経
・
唱
導
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
れ

④

ぱ
、
そ
の
よ
う
に
判
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

は
じ
め
・
に

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

、

Ｉ
巻
八
「
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
」
を
中
心
に
Ｉ

タ

と
こ
ろ
で
、
わ
た
く
し
は
、
天
台
唱
導
の
華
麗
な
表
白
体
、
お
よ
び
譽
瞼

因
縁
な
る
説
経
体
に
よ
る
唱
導
的
文
学
方
法
を
真
名
本
曽
我
物
語
か
ら
検
出

し
て
、
こ
れ
を
八
作
中
の
登
場
人
物
に
託
し
て
唱
導
的
表
現
を
用
い
る
も

の
Ｖ
と
し
て
の
間
接
的
用
法
と
、
八
作
者
が
物
語
の
場
面
・
登
場
人
物
な
ど

を
叙
述
す
る
の
に
唱
導
的
表
現
を
用
い
る
も
の
Ｖ
と
し
て
の
直
接
的
用
法
と

に
大
別
し
、
前
者
を
㈲
法
会
、
⑧
祈
願
、
○
説
教
・
説
得
・
教
示
・
思
惟
に

三
分
、
後
者
を
⑪
愛
別
離
苦
、
⑧
そ
の
他
に
二
分
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
具
体
的

⑤

に
論
証
す
る
こ
と
を
志
し
た
。
そ
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
八
語
り
物
と
し
て

の
性
格
Ｖ
も
、
真
名
本
曽
我
物
語
に
お
い
て
は
、
右
の
唱
導
文
学
の
方
法
と

深
く
か
か
わ
る
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
別
稿
「
説
話

⑥

と
語
り
物
ｌ
寺
院
の
説
経
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
に
お
い
て
論
究
し
た
ご
と

⑦

く
、
ま
た
平
家
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
論
述
さ
れ
た
ご
と
く
、

中
世
語
り
物
は
、
そ
の
成
立
を
寺
院
の
唱
導
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い

こ
と
か
ら
も
、
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

福
田

晃



さ
て
、
真
名
木
の
語
り
物
と
し
て
の
性
格
を
検
討
す
る
に
当
っ
て
は
、
伽

宜
的
に
、
富
士
野
の
裾
野
に
お
け
る
仇
討
直
前
の
兄
弟
の
行
為
を
叙
す
る
巻

八
を
あ
げ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
ご
と
く
に
は
じ
め
て
い
る
。

建
久
四
年
癸
丑
の
五
月
下
旬
の
比
、
曽
我
ノ
人
共
兄
弟
打
烈
レ
テ
、

大
勢
よ
り
前
に
狩
庭
二
と
て
出
ケ
レ
は
、
其
ノ
次
に
敵
の
助
経
、
大
勢

と
烈
テ
出
に
け
り
。

勿
論
、
こ
れ
は
、
頼
朝
の
兄
弟
捕
縛
の
命
を
含
ん
だ
梶
原
源
太
の
一
‐
御
狩

の
御
友
に
は
参
う
す
シ
て
、
御
屋
形
の
留
守
の
役
を
惣
仕
さ
し
る
ヘ
ク
候
、

（
中
略
）
景
季
も
詞
を
加
て
、
吉
様
に
申
ス
ヘ
シ
」
の
言
葉
に
、
そ
の
好
計

を
察
知
し
て
、
「
大
勢
よ
り
先
様
に
行
か
む
と
て
、
二
人
烈
シ
、
界
綜
レ
テ
出

一
一
ケ
ル
」
と
い
う
巻
七
末
の
叙
述
を
受
け
る
も
の
で
、
巻
八
の
序
を
意
味
し

て
一
段
さ
げ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
作
者
は
、
富
士
野
に
お
け

る
曽
我
兄
弟
が
、
よ
う
や
く
仇
敵
祐
経
を
見
出
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
祐
経
を

射
ん
と
せ
し
事
」
を
次
の
ご
と
く
に
叙
述
す
る
。
（
以
下
真
名
本
の
本
文

は
、
読
象
や
す
く
す
る
た
め
、
書
き
下
し
に
し
て
示
す
）

（
を
力
）

日
既
に
御
狩
庭
始
ケ
レ
ハ
、
各
友
互
二
目
を
懸
て
、
敵
の
助
経
に
告
知

す
。
｛
五
郎
は
片
岡
に
打
上
て
、
馬
の
頭
を
下
頭
に
引
立
た
り
。
一

一
十
郎
は
遙
か
に
原
中
に
引
退
ケ
テ
、
薄
を
分
て
引
へ
た
り
。
一

一
十
郎
か
其
日
の
装
束
は
、
下
に
は
母
の
手
よ
り
得
た
り
け
る
連
銭
付

く
ａ
①
．
。
‐
．
…
…
‐
：
。
‐
．
：
…
！
‐
…
…
…
‐
。
。
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
．
：
↑
．
、
：
．
！
！

｛
五
郎
か
其
日
の
装
束
は
、
下
に
は
母
の
手
よ
り
得
た
り
け
る
白
唐
綾

｜
、
真
名
本
巻
八
「
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
」
の
叙
述

Ａ
①

夏
毛
の
行
騰
の
豊
広
ナ
ル
’
一
、

；
‐
、
ｉ
・
‐
；
…
“
．
…
‐
…
‐
，
…
！
．
；
．
．
…
：
．
．
ａ
③
．
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
：
：
，
．
‐
。
．
‐
！
…
！
‐
‐
‐
１
‐
、
！
！
：
‐
‐
‐
‐
‐
…
．

に
栂
の
落
葉
を
付
た
る
直
垂
に
、
星
白
の
行
騰
の
豐
広
な
る
に
、

Ａ
ｐ

（
サ
ッ
）
（
モ
マ
セ
）
４
う

ル
。
十
郎
か
前
に
近
付
ケ
レ
と
も
薄
を
隔
て
て
こ
れ
を
知
ラ
ず
。

Ｂ
①
“
１
，
，
…
．
‐
、
置
物
進
：
．
§
：
…
…
‐
‐
：
！
‘
‐
‐
‐
‐
！
‐
：
：
。
：
：
．
‐

五
郎
は
逓
の
岡
に
て
是
を
見
付
て
、
鞭
に
鐙
を
合
せ
て
寄
む
と
思
け
る

か
、
人
々
多
ク
目
を
付
て
見
け
る
間
、
馬
を
引
へ
て
先
シ
十
郎
に
告
た

‐
．
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
‐
‐
“
ス
ハ
ヤ

リ
け
る
。
唄
十
郎
殿
、
鹿
ョ
鹿
ヨ
ト
云
ケ
レ
ハ
、
鹿
は
多
か
り
け
り
。

Ａ
②
ｐ
ン
）
Ｂ
②
：
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
．
．
‐
…
．
．
ｉ
：
‐
‐

…
‐
．
．
‐
‐
：
：
！
這
非
毒
心
室
こ
ａ
⑤
：
：
：
：
．
．
；
．
‐
．
、
．
：
：
：
：
：
：
；
，
‐
！
‐
…
§
：
‐
．
．
…
．
、

笠
を
峰
吹
風
に
一
榑
究
セ
、
鵯
毛
な
る
馬
に
白
伏
輪
の
鞍
を
置
て
乗

（
ク
バ
）

四
方
に
眼
省
シ
て
引
ヘ
タ
リ
。
一

ル
任
に
、
四
方
に
眼
を
省
て
引
へ
た
り
。
一

口
斯
け
る
処
に
、
敵
の
宮
藤
左
衛
門
の
尉
は
、
三
有
鹿
に
相
付
て
出
来

気
張
に
て
裏
打
た
る
竹
笠
を
谷
風
に
雑
と
麦
て
、
鹿
毛
な
る
馬
に
黒

亨
、
）
Ａ
⑥
Ｉ
穴
ィ
）
（
ハ
ろ

鞍
置
て
乗
ル
任
に
、
切
羽
を
以
て
作
た
り
け
る
大
の
大
鹿
矢
を
畑
高

ａ
⑥
！
‐
‐
‘
；
．
．
‐
‐
．
…
，
．
‐
；
‐
‐
・
‐
ゞ
‐
‐
．
，
．
‐
‐
‐
．
．
：
‐
：
‐
．
：
．
…
：
．
‐
‐
‐

鵯
の
羽
を
以
て
作
た
り
け
る
大
の
鹿
矢
を
筈
高

はi樋
、i卜

三立

有i挙
ルiて

鹿、
のi唆
草I方
をi此
込1方
て1へ

近i眼
付iを
÷ﾃ：／↓ハ

イ当I程l

りiリ
｡ケ

弓し
手ハ

捜、
に

矢五
筈郎
を重
取て
し教
とけ

ソる

た
る
浅
黄
の
小
袖
に
、

の
小
袖
に

に；に

取；取
て1て

付|付
ケ1ケ
、、

Ａ
①

aA

⑦⑦

所
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、

，
，
‐
：
．
．
…
．
．
．
．
．
．
：
：
…
：
…
．
：
…
ａ
④
…
‐
．
‐
‐
‐
‐
…
‐
‐
‐
：
‐
‐
．

白
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、
萠
黄
に
て
裏
打
た
る
竹

aA
②②

上
に
は
神
元
月
の
木
の
本
に
鹿
の
妻
恋
の
体

※Ａ
③
Ｉ

上
に
は
秋
の
野
の
蝶
の
丸
の
直
垂
に
、

（
モ
マ
セ
）

Ａ
⑤ 二



宮
藤
左
衛
門
の
尉
ソ
連
た
る
、
其
日
は
大
な
る
拍
摺
た
る
水
干
に
、
秋

（
フ
ト
）
（
タ
ク
マ
）
（
ナ
、
キ
）

二
重
毛
の
行
騰
の
豊
広
な
る
に
、
烏
黒
な
る
馬
の
太
ク
胞
シ
キ
に
七
寸

（
ハ
ツ
）
（
鰭
）
タ
リ

に
却
シ
た
る
大
の
馬
、
五
職
大
一
一
シ
テ
尾
髪
飽
マ
テ
足
た
る
に
、
白
伏

（
も
＆
．
ク
ヒ
）
（
マ
、
）

輪
の
鞍
に
連
赤
の
鰍
の
款
冬
色
な
る
を
三
頭
長
に
懸
ケ
成
ス
任
二
、
塗

（
カ
リ
ソ
メ
）

（
ハ
キ
）

藤
の
弓
の
真
中
取
て
、
狩
矢
の
料
に
借
染
に
鴻
の
羽
を
モ
テ
作
た
り
け

（
ス
エ
ネ
）
ネ
チ
ス

る
大
の
鹿
矢
に
、
居
根
堀
の
鏑
擦
ヶ
て
、
少
々
は
射
捨
て
て
一
は
引
て

相
付
た
り
。

（
．
）
（
イ
カ
）

日
Ａ
・
十
郎
は
是
を
見
付
て
、
呼
は
何
に
、
こ
れ
を
云
け
る
者
を
と
思
イ

ク
ル
Ｗ
″
マ
ハ

を

て
、
馬
を
桐
と
廻
シ
て
、
尚
敵
を
弓
手
に
成
む
と
、
馬
の
足
を
立
直
ス

処
に
、
助
経
か
且
の
冥
加
ヤ
有
ヶ
む
、
十
郎
か
乗
た
り
け
る
馬
を
、
郷

（
ユ
ー
フ
叩
ノ
）

燭
の
根
に
左
前
足
を
引
懸
て
、
真
逆
様
に
た
こ
け
る
間
↓
一
、
前
に
油
稲

ａ

と
下
り
立
ケ
レ
は
、
敵
は
程
元
ク
延
に
け
り
。
Ｂ
・
鹿
は
一
モ
残
ラ
ず
射

や
ご

執
ら
れ
ぬ
。
尚
モ
馬
の
頭
を
直
シ
て
連
か
ム
と
欲
す
る
処
に
、
北
条
殿

（
ツ
ツ
）

樋
灸
と
延
こ
て
中
に
隔
タ
リ
下
フ
。
其
上
弓
手
妻
手
よ
り
勢
共
多
ク
馳

ｂ

連
ヒ
シ
、
、
橘
河
の
小
次
郎
、
岡
部
の
五
郎
馳
重
ケ
レ
は
、
力
及
〈
す

シ
て
留
ヌ
。
Ｃ
・
其
後
は
、
人
に
科
ら
れ
シ
と
て
、
一
十
郎
懸
ク
レ
は
五
郎

一
五
郎
懸
ク
レ
は
十
郎

Ｃ

は
引
ヵ
へ
、
一
其
日
も
空
募
に
け
り
。

は
引
ナ
む
と
シ
ケ
レ
ハ
、
一

（
※
「
早
河
の
伯
母
の
手
よ
り
得
た
り
け
る
」
が
入
る
）

教
け
る
。

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

Ａ
③
Ｃ

十
郎
は
尚
矢
筈
を
取
勾

、

樋
立
挙
て
相
待
処
に
、

，
１
Ｊ

＋
間
ｑ

ま
ず
左
の
「
祐
経
を
射
ん
と
し
事
」
の
条
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

二
行
書
き
に
示
し
た
ご
と
く
、
「
五
郎
は
片
岡
に
打
上
て
、
…
…
」
ｌ
「
十

郎
は
遙
か
に
原
中
に
引
退
ケ
テ
、
：
・
・
：
」
、
「
十
郎
か
其
日
の
装
束
は
、
：
…
．

四
方
に
眼
省
シ
て
引
ヘ
タ
リ
」
ｌ
「
五
郎
か
其
日
の
装
束
は
、
；
…
四
方

に
眼
を
省
て
引
へ
た
り
」
、
「
十
郎
懸
ク
レ
ハ
、
；
…
・
」
ｌ
「
五
郎
懸
ク
レ

は
。
：
：
．
」
と
対
照
的
双
分
的
叙
述
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
叙
述
は
、
こ
の
条
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、
十
郎
・
五
郎

の
人
物
像
が
き
わ
だ
っ
て
対
照
的
に
叙
す
る
曽
我
物
語
な
れ
ば
、
そ
れ
は
当

然
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
は
、
曽
我
兄
弟
の
叙
述
に
限
る
も
の
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
条
に
続
く
「
二
十
番
の
巻
狩
の
事
」
の
条
を
見

る
と
、
そ
れ
は
、

次
の
日
よ
り
三
日
の
巻
狩
と
そ
聞
け
る
。
（
中
略
）
佐
て
吹
の
日
は
、

射
手
共
を
沙
汰
シ
シ
、
、
合
手
組
を
な
シ
て
、
各
を
鎌
倉
殿
の
御
前
に

て
多
の
鹿
共
を
射
留
て
見
参
に
入
る
。
斯
ル
処
に
、
一
鎌
倉
殿
の
御
子

｛
武
州
の
畠
山
の

息
少
将
の
御
料
と
、
一
生
年
十
四
歳
に
成
け
る
に
、
御
合
手
に
参
け

嫡
子
に
六
郎
重
泰
は
一

り
。
諸
国
の
侍
共
の
中
よ
り
撰
は
れ
奉
て
、
御
合
手
に
参
け
る
面
目
極

り
元
カ
リ
ヶ
レ
。
一
左
の
奉
行
は
、
相
州
の
守
誰
人
和
田
の
左
衛
門
義

二
、
真
名
本
の
双
分
的
叙
述
方
法

諸
国
の
侍
共
の
中
よ
り
撰
は
れ
奉
て
、
御
合
手
に
参
け
る
面
目
極

カ
リ
ヶ
レ
。
一
左
の
奉
行
は
、
相
州
の
守
護
人
和
田
の
左
衛
門
義

一
右
の
奉
行
は
、
武
州
の
守
護
人
畠
山
の
次
郎
重
忠

二二



な
ど
と
あ
っ
て
、
双
分
的
叙
述
が
基
調
に
あ
る
こ
と
を
見
§

と
こ
ろ
で
、
こ
の
双
分
的
叙
述
は
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
唱
導
的
性
格
と

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
唱
導
的
文
体
と
相
通

じ
る
も
の
と
推
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
唱
導
的
文
体
を
含
む
叙
述
部
分

の
示
例
を
先
の
直
接
的
用
法
の
、
愛
別
離
別
の
項
か
ら
二
、
三
あ
げ
て
み
る
。

八
そ
の
一
Ｖ
河
津
の
女
房
の
悲
コ
ソ
、
殊
に
嶮
遣
ル
ヘ
キ
方
モ
元
カ
リ
ヶ
レ
。
空

キ
死
屍
に
副
イ
伏
て
一
道
へ
と
焦
レ
玉
キ
。
夫
婦
の
中
は
、
砿
劫
多
生

Ａ
‐

（
タ
ケ
）

盛
、
こ
れ
を
承
ル
。
一
而
程
に
、
勢
籠
の
者
共
上
の
厳
よ
り
多
ノ
鹿
共

一

こ
れ
を
承
ル
。

を
追
下
ス
処
二
、
大
鹿
四
、
妻
鹿
五
、
九
烈
て
ソ
下
け
る
。
一
少
将
の

ご
〈
郎
重

（
ツ
、
キ
）

御
料
は
、
左
の
岳
よ
り
鞭
に
鐙
を
合
て
連
下
フ
。
一
一
大
鹿
二
、
妻

泰
は
、
右
の
岡
よ
り
鞭
に
鐙
を
合
て
統
け
り
。
一
一
残
の
三
は
、

ア
ソ
ハ

鹿
へ
は
、
少
将
の
御
料
こ
れ
を
射
ス
・
一
三
は
遁
て
出
け
る
に
、
稲
毛
・

重
泰
こ
れ
を
留
け
り
。

（
ハ
ン
ヤ
）

榛
谷
・
金
子
・
村
山
の
人
々
の
中
に
て
留
け
り
。
：
…
．

ど
と
あ
っ
て
、
双
分
的
叙
述
が
基
調
に
あ
る
こ
と
を
見
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
双
分
的
叙
述
は
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
唱
導
的
性
格
と

盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
唱
導
的
文
体
と
相
通

る
も
の
と
推
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
唱
導
的
文
体
を
含
む
叙
述
部
分

一
ｂ
鱈
”
幸
溌
抱
ゆ
崖
湾
矯
ゆ
翅
椎
湘
也
惟
塊
：
…
：
一
（
中
略
）

｛
明
レ
ハ
深
キ
契
の
戯
し
、
鮎
朗
の
踞
上
に
相
同
シ
・
）

シ
、
ク
ル

此
等
の
別
共
を
思
連
に
も
、
河
津
の
女
房
の
歎
キ
佐
コ
ソ
と
哀
な
り
。

（
巻
二
「
河
津
三
郎
が
死
ぬ
る
事
」
）

の
高
規
よ
り
起
ル
故
に
、
一
互
に
藺
菊
よ
り
も
親
ク
、

一

一
ａ
桜
梅
巽
眺
献
酬
か
，
必
苓
事
顛
り
。
一

B

八
そ
の
三
Ｖ

此
の
宮
と
申
す
は
、

ハ
そ
の
二
Ｖ

（
イ
ツ
シ
カ
）

父
の
伊
藤
の
次
郎
助
親
が
、
我
子
の
為
に
と
て
出
家
シ
、
、
何
賀
栄

花
の
挟
を
引
替
へ
て
黒
染
の
挟
に
成
り
に
け
り
。
昔
よ
り
今
に
至
っ

て
、
子
に
後
し
け
る
人
は
多
ケ
レ
と
も
、
斬
ル
為
師
は
少
コ
ソ
間
へ
シ

Ａ

ヵ
。
何
と
も
、
一
ａ
天
竺
の
照
渡
良
王
は
、
太
子
に
別
れ
て
菩
提
心
を

一
波
羅
奈
国
の
源
申
将
蝿
・
靜
在
霊
駕
朏
云
・
雪
：
一
だ

発
し
、

の
姫
君
に
別
れ
て
菩
提
心
を
発
シ
て
、
形
を
替
へ
シ
、
仏
道
に
入
り

Ｂ

一
（
中
略
）
震
旦
の
古
例
を
尋
ヌ
レ
は
、
「
憂
悲
翁
か
公
旦
に

》
〈
司
り
‐
・
‐
‐
‐
。
。
‐
‐
，
．
，
，
‐
、
．
‐
，
‐
。
。
‐
‐
．
。
，
．
．
‐
‘

下
フ
。
」
一
又
龍
迩
か
母
郭
巨

悲
ミ
、
一
（
中
略
）
皆
是
子
を
悲
シ
ミ
シ
故
な
り
。

．
．
・
、
，
．
．
‘
．
．
，
‘
‘
．
‘
。
，
．
‘
‘
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
，
‘
‐
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‐
》

か
子
を
埋
シ
時
の
悲
ミ
、
」

今
の
助
親
入
道
の
有
様
、
こ
れ
に
比
し
は
尚
立
倍
り
た
る
歎
な
り
。

（
巻
二
、
右
に
同
じ
）

一
朝
夕
は
柔
和
の
御
預
に
手
を
粧
シ
、
一
今
は
、
世
間
の
万
事
を
思

一
ｃ
極
言
昼
石
稲
の
貞
葱
召
噌
ｉ
奉
‐
ル
。
一

食
シ
捨
ら
れ
ケ
レ
は
、
在
中
将
モ
是
の
如
ク
訪
奉
ら
れ
け
り
。
こ
れ
に

人
に
勝
て
、

世
に
超
た
り
。

Ｃ

ー一

は
、
昔
、
一
綺
窓
の
内
に
養
は
れ
て
一
一
形
は

〈
ａ
‐
，
，
，
‐
‐
‐
‐
、
．
。
‐
．
‐
，
‘
，
‐
‐
，
‐
‘
，
、
‘
‘
・
‘
。
，
，
．
‐
。
．
。
，
‐
》
〈
、
Ｄ
、
０
‐
、
。
‘
、
‐
．

｛
羅
帳
の
本
に
長
と
成
ル
・
）
｛
情
は

而
は
母
后
よ
り
始
奉
て
家
の
重
キ
大
事
と
賞
遵
キ
、

A

四

B



右
の
ご
と
く
、
唱
導
的
文
体
は
、
四
六
餅
侭
休
に
も
と
づ
く
対
句
的
表
白

③

体
唱
導
文
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
八
そ
の
一
Ｖ
は
比
峨
表
現
、
八
そ
の
二
Ｖ

は
比
嶮
引
用
、
八
そ
の
三
Ｖ
は
唱
導
文
的
叙
事
と
し
て
採
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
八
そ
の
一
Ｖ
は
、
『
澄
憲
作
文
集
」
の
「
庶
女
」
「
夫
婦

報
恩
」
、
「
言
泉
集
』
の
「
亡
夫
帖
」
、
お
よ
び
「
神
道
集
』
の
「
上
野
国
那
波

八
郎
大
明
神
事
」
「
諏
訪
縁
起
事
」
、
八
そ
の
二
Ｖ
は
、
『
言
泉
集
』
の
「
孝

養
因
縁
」
、
「
神
道
集
』
の
「
二
所
権
現
事
」
、
八
そ
の
三
Ｖ
は
、
「
神
道
集
」

の
一
‐
三
嶋
大
明
神
」
、
「
私
聚
百
因
縁
集
』
の
「
当
麻
ノ
曼
陀
羅
ノ
事
」
な
ど

に
、
類
似
の
章
文
が
検
出
で
き
る
。
そ
し
て
言
う
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
唱
導

的
文
体
の
展
開
と
し
て
、
先
の
物
語
に
お
け
る
双
分
的
叙
述
は
用
意
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
を
証
す
る
が
ご
と
く
、
別
稿
「
説
話

事
と
シ
て
、
一
此
念
願
終
に
空
シ
ヵ
ラ
す
シ
て
、
御
年
四
十
有
余
に
て

‐
‐
‐
：
：
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
一

怠
下
は
す
、
」

御
往
生
有
け
り
。

覆
上
、

一
賞
遵
キ
奉
ル
甲
斐
有
て
、
一
宿
殖
徳
本
の
形
〈
日

〉

」
観
ｔ

謹
勧
Ｉ
奉
り
、
一
一
衆
人
愛
敬
の
躰
ｉ
時

Ｇ

に
随
て
艶
々
た
、
り
。
一
（
中
略
）
こ
れ
に
依
て
、
（
朝
夕
は
称
名
を

毎
追
で
泳
与
超
伽
。
一
一
ｇ
膳
癩
侭
鐸
帰
胸
誼

一
一
ｅ
珍
敬
の
床
の
上
に
は
、

秋
Ｙ
嵯
峨
野
α
交
郎
花
、
一
一
仰
崇
の
妻
の
洞
・
縄
ぱ
、

（
ヲ
ハ
シ
マ
）

依
て
宮
も
御
涙
に
咽
セ
御
在
ス
。

具
名
木
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

国

一
．
峰
の
桜
、
軒
半
の
梅

一
秋
草
の
露
懇
痛
朝
、
‐
宮
城
野
の

日

懐
抱
の
袖
を

乳
養
の
甘
露

と
こ
ろ
で
、
巻
八
の
「
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
」
の
条
は
、
富
士
野
の
仇

討
直
前
に
、
祐
経
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
射
逃
が
す
兄
弟
の
無
念
さ

を
叙
述
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
巻
七
か
ら
の
繋
が
り
で
み
る
と
、
巻

七
末
に
は
、

セ
メ

〔
Ｉ
〕
鎌
倉
殿
、
其
日
は
駿
河
国
小
林
の
里
、
日
逼
の
狩
倉
に
付
七
下
フ
。

（
ヨ
モ
ス
カ
ラ
）

曽
我
の
人
を
モ
追
付
奉
て
、
其
夜
は
夜
寛
蝿
へ
と
も
、
宮
藤
左
衛
門
の

尉
助
経
（
中
略
）
用
心
禁
シ
ヶ
レ
ハ
、
少
の
隙
コ
ソ
元
ケ
レ
。

〔
Ⅱ
〕
次
の
日
は
伊
出
の
屋
形
に
着
セ
下
フ
。
其
夜
は
討
む
と
躯
へ
と
も
、

（
ヨ
モ
ス
カ
ラ
）
（
ソ
ロ
）

（
ス
ク
）

夜
寛
射
手
を
沙
へ
勢
篭
の
者
共
を
汰
ル
程
に
、
其
夜
は
空
ク
て
明
シ
け

〔
兄
弟
捕
縛
の
沙
汰
の
条
〕

り
’
０

と
あ
っ
て
、
こ
の
条
は
、
そ
の
〔
Ⅲ
〕
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
は
〔
Ｉ
〕
八
小
林
の
里
の
無
念
さ
Ｖ
、
〔
Ｉ
〕
八
伊
出
の
屋
形
の
空
し

さ
Ｖ
〔
Ⅶ
〕
八
富
士
野
狩
場
の
大
い
な
る
悔
や
し
き
Ｖ
と
、
祐
経
を
狙
っ
て
打

ち
得
ぬ
八
兄
弟
の
大
い
な
る
無
念
さ
Ｖ
が
、
三
段
階
に
及
ぶ
漸
層
的
叙
述
構

と
語
り
物
‐
一
に
あ
げ
た
唱
導
説
経
の
台
本
な
る
説
草
の
金
沢
文
庫
蔵
『
餓
鹿

⑨
⑯
⑪

因
縁
』
、
京
都
大
学
蔵
「
多
田
満
仲
」
、
金
沢
文
庫
蔵
「
院
源
僧
正
事
』
や
、

⑲

『
草
案
集
』
所
収
の
善
妃
女
王
子
諏
も
、
し
ば
し
ば
対
句
的
双
分
的
叙
述
に

よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
唱
導
的
文
体
は
、
参
会
者
の
聴
覚
に
強
く
印

象
的
に
訴
え
得
る
も
の
で
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
語
り
物
‐
｜
の
叙
述
に
繋
が
る

も
の
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

三
、
真
名
本
の
三
分
的
叙
述
方
法

五



造
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
〔
Ⅲ
〕
の
「
祐
経
を

射
ん
と
せ
し
事
」
の
場
面
も
、
す
で
に
三
つ
の
段
落
に
あ
っ
た
ご
と
く
、
自
発

端
八
兄
弟
の
待
機
Ｖ
、
ロ
展
開
八
祐
経
の
発
見
Ｖ
、
白
結
末
八
兄
弟
の
射
損

じ
Ｖ
と
三
段
構
成
に
よ
っ
て
、
祐
経
を
打
ち
得
ぬ
八
兄
弟
の
無
念
さ
Ｖ
が
叙

述
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
第
目
段
落
は
と
も
あ
れ
、
第
。
段
落
・
第
日
段

落
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
三
分
的
叙
述
方
法
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
そ
の
第
。
段
落
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
Ａ
①
「
十
郎

が
前
に
近
付
ケ
レ
と
も
、
薄
を
隔
て
て
こ
れ
を
知
う
す
（
Ｂ
①
「
五
郎
は

ム
幻
イ
逓
の
岡
に
て
是
を
見
付
て
」
「
馬
を
引
へ
て
先
シ
十
郎
に
告
た
り
け
る
」
）

（
ス
ン
）

ｌ
↓
Ａ
②
「
樋
卜
立
挙
て
、
按
方
此
方
へ
眼
を
省
リ
ヶ
レ
こ
（
Ｂ
②
「
五

郎
重
て
教
け
る
は
、
三
有
ル
鹿
の
草
を
込
て
近
付
た
り
」
）
１
Ａ
③
「
十

郎
は
尚
矢
筈
を
取
シ
、
、
樋
立
挙
て
相
待
処
に
」
（
Ｃ
「
敵
の
宮
藤
左
衛
門

の
尉
ソ
連
た
る
」
）
と
、
十
郎
が
祐
経
を
見
出
す
ま
で
の
様
子
が
、
双
分
的

方
法
も
含
み
な
が
ら
、
三
段
式
の
漸
層
的
叙
述
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
る
。

ま
た
、
第
日
段
落
は
、
Ａ
「
十
郎
是
を
見
付
て
」
「
馬
を
桐
と
廻
シ
て
」

「
馬
の
足
を
立
直
ス
処
一
こ
ｊ
く
③
「
敵
は
程
元
ク
延
に
け
り
」
ｌ
↓
Ｂ

「
尚
モ
馬
の
頭
を
直
シ
て
連
か
ム
と
欲
す
る
処
に
」
ｊ
く
⑥
「
力
及
は
す
シ
て

留
ヌ
」
ｌ
↓
Ｃ
「
其
後
は
、
人
に
科
ら
れ
シ
と
て
」
ｊ
く
③
「
其
日
も
空
暮

に
け
り
」
と
、
祐
経
を
射
逃
が
す
無
念
な
様
子
が
、
③
。
⑥
．
。
と
類
似
の

表
現
が
反
復
さ
れ
な
が
ら
、
三
段
式
の
漸
層
的
叙
述
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

右
の
ご
と
き
、
三
段
式
漸
層
的
叙
述
方
法
は
、
真
名
本
曽
我
物
語
に
あ
っ

て
は
、
各
巻
・
各
所
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
、
巻
八
の
以
下
の

「
祐
経
の
屋
形
に
ゆ
き
し
事
」
の
条
を
検
し
て
み
る
と
、
こ
の
場
面
も
、
お

よ
そ
三
つ
の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
日
段
落
は
、
十
郎

が
屋
形
め
ぐ
り
の
途
次
、
は
か
ら
ず
も
祐
経
の
屋
形
に
招
か
れ
て
祐
経
の
弁

解
を
聞
か
さ
れ
る
八
祐
経
の
く
ど
き
Ｖ
、
そ
の
第
口
段
落
は
、
十
郎
が
不
本

意
な
が
ら
祐
経
の
盃
を
受
け
る
八
祐
経
・
十
郎
の
盃
ご
と
Ｖ
、
そ
し
て
、
第

白
段
落
は
、
一
旦
、
祐
経
の
屋
形
を
出
た
十
郎
が
、
小
柴
陰
に
て
往
藤
内
に

語
る
祐
経
の
本
音
を
聞
く
八
祐
経
の
語
り
Ｖ
に
分
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
三

段
構
成
に
お
い
て
、
仇
敵
祐
経
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
討
ち
得
ぬ

八
十
郎
の
無
念
さ
Ｖ
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
テ
ー
マ
で
あ
る

八
十
郎
の
無
念
さ
Ｖ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
に
、
類
似
の
章
句
で
叙
述
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

日
（
前
略
）
左
衛
門
尉
〈
酒
狂
一
一
ャ
有
リ
ヶ
ン
、
初
対
面
ノ
詞
コ
ソ
広
量

ケ
ン
、
酒
坏
ヲ
差
置
キ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
随
分
御
一
門
ノ
片
端
一
一
テ
候
へ

〈
、
（
中
略
）
倍
シ
テ
申
サ
ン
ャ
、
殿
原
ノ
事
共
〈
子
細
一
一
及
フ
ヘ
か

（
コ
シ
）

ら
す
。
今
ハ
御
不
審
有
へ
か
ら
す
。
和
與
奉
ル
ト
テ
、
酒
坏
ヲ
差
ケ
レ

（
サ
ル
）

ハ
、
十
郎
こ
れ
を
間
て
、
何
条
而
事
ノ
侯
ヘ
キ
。
凡
テ
思
寄
ラ
ヌ
事
ナ

リ
ト
テ
、
酒
ヲ
受
シ
、
心
ノ
内
二
恩
ケ
ル
。
咳
カ
ラ
ヌ
物
哉
。
是
程
一
一

ア
ナ
ッ
リ

Ａ
①
Ｉ

思
蔑
シ
、
、
向
イ
様
二
云
ル
、
事
コ
ソ
ロ
借
ケ
レ
。
此
酒
奴
顔
二
投

（
α
）
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｂ
①
１

ケ
、
当
座
二
勝
負
セ
ハ
ャ
ト
、
既
一
一
心
〈
早
リ
ヶ
レ
ト
モ
、
押
シ

閑
テ
置
ケ
ル
。

。
（
前
略
）
左
衛
門
尉
亦
呑
テ
手
超
ノ
少
将
｝
一
差
ス
。
手
超
ノ
少
将
一

度
呑
テ
十
郎
一
一
差
ス
。
其
間
モ
十
郎
思
上
居
タ
リ
ヶ
ル
〈
、
佐
テ
モ
安

カ
ラ
ヌ
物
哉
。
年
来
親
ノ
敵
、
今
〈
日
ノ
敵
、
襖
一
一
衣
ト
ハ
此
力
嶮
カ

ヤ
、
此
君
共
ノ
見
聞
ク
ハ
、
日
木
国
ノ
侍
共
ノ
見
聞
ク
処
一
一
テ
コ
ソ
、

、



心
ヲ
閑
メ
テ
屋
形
二
返
ケ
リ
。

と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
傍
線
で
示
し
た
ご
と
く
、
各
段
落
に
お
い

て
、
祐
経
を
打
た
ん
と
す
る
十
郎
の
口
惜
し
い
情
念
を
述
べ
る
Ａ
詞
章
と
、

そ
れ
を
あ
え
て
静
め
る
十
郎
の
深
い
思
慮
を
あ
げ
る
Ｂ
詞
章
と
を
含
み
、
Ａ

①
（
α
）
Ｂ
①
ｌ
↓
Ａ
②
（
α
）
Ｂ
２
（
β
）
１
Ａ
③
Ｂ
③
（
β
）
と
、

一
部
、
韻
を
ふ
む
か
の
ど
と
く
、
α
「
既
に
心
は
早
り
ケ
レ
ト
モ
」
、
β
「
ロ

ハ
間
ト
モ
、
今
二
時
三
時
ノ
内
」
を
重
複
さ
せ
て
、
三
段
式
漸
層
法
に
よ
る

叙
述
を
見
せ
る
。

Ａ
３

A

（
ス
ン
）

案
シ
連
ケ
ヶ
レ
ハ
、
（
中
略
）
則
テ
返
参
ル
ヘ
ク
候
ト
テ
、
樋
卜
川
ケ

レ
ハ
、
各
々
何
ニ
ャ
何
一
一
ヤ
ト
云
ケ
レ
ト
モ
、
界
綜
テ
ソ
出
一
一
ケ
ル
。

白
則
テ
屋
形
二
返
ラ
ム
と
思
ケ
レ
ト
モ
、
且
ク
人
ノ
云
事
ヲ
問
ハ
ャ
ト

（
カ
イ
マ
キ
レ
）

思
テ
、
界
綜
シ
、
後
ノ
小
柴
ノ
影
一
一
立
テ
間
ケ
レ
ハ
、
（
中
略
）
助
経

こ
れ
ヲ
聞
テ
、
何
条
事
ノ
候
ヘ
キ
ソ
。
阿
弥
陀
仏
々
々
々
々
ト
申
シ

ハ
シ
キ
ハ
ヅ
チ
ハ
ッ
チ

テ
、
瓜
弾
ヲ
焼
々
卜
し
ケ
レ
ハ
、
十
郎
こ
れ
を
罰
ク
｜
一
付
ケ
テ
、

②
ｌ
取
テ
引
寄
セ
、
一
刀
差
ス
任
｜
一
自
害
セ
ハ
ャ
ト

走
出
シ
、
一
太
刀
一
一
切
ハ
ヤ
ト
思

只
今
許
ナ
リ
。

理
ナ
〃
／
。

ド
モ
、
亦
打
返
シ
心
ヲ
閑
メ
テ
、
待
テ
待
テ
且
シ
我
力
心
、
同
シ
兄

娼
と
云
な
か
ら
、
五
郎
卜
助
成
と
〈
殊
二
契
深
シ
。
兄
弟
シ
テ
敵
ヲ
討

（
卜
ニ
モ
カ
ク
ー
ー
モ
）

テ
、
一
所
一
一
左
右
成
ム
ト
コ
ソ
、
夜
モ
昼
モ
申
契
リ
シ
’
一
、
所
々
二
伏

サ
ン
事
コ
ソ
ロ
惜
ケ
レ
。
又
後
世
マ
’
一
ノ
モ
五
郎
二
恨
し
ら
れ
ム
事
モ
道

口
凹
（
、
〕
）
（
同
回
国
）
、
１
．
：
‐
．
‐
；
。
“
。
‐
Ｊ
０
０
０
‐
：
：
‐
‐
‐
‐
：
．
‐
‐
０
，
‐
；
：
。
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐

１
１
Ⅱ
Ｂ
②

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

Ｂ
②

但
シ
ロ
ハ
間
ト
モ
、
今
二
時
三
時
ノ
内
ソ
カ
シ
ト
様
々
’
一

Ｂ
③

此
口
二
時
三
時
が
内
二
別
ス
ル
者

（
β
）

ソ
。
阿
弥
陀
仏
々
々
々
々
ト
申
シ

十
郎
こ
れ
を
聞
ク
｜
一
付
ケ
テ
、

ト
モ
、
吉
シ
吉
シ
、
是
ク
云
ン
事
モ

（
α
）

ヲ
卜
田
心
ケ
レ
ハ
、

既
一
一
心
〈
早
ケ
レ

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
三
段
式
漸
層
法
に
よ
る
三
分
的
叙
述
法
は
、
か
な

ら
ず
し
も
曽
我
物
語
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
特
に
中
世
語
り
物
の
台
本
と

し
て
代
表
的
な
平
家
物
語
に
は
随
所
に
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
語

り
物
の
普
遍
的
方
法
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
唱
導

的
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
も
唱
導
的
世
界
の
な
か
で
育
成
さ
れ
た
こ
と
が

考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
表
白
体
・
説
経
体
唱
導
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
こ
の
三
分
的
叙
述
が
し
ば
し
ば
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
そ
の
比
嶮
引
用
の
方
法
に
は
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
示
例
を
あ
げ
る

も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
類
似
の
示
例
を
仏
法
三
遷
の
例
に
な
ら
っ
て
あ
げ

て
ゆ
く
三
分
的
叙
述
方
法
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
真
名
本
曽
我
物
語
も
、
こ

の
方
法
に
よ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
示
例
を
今
度
は
、
直
接
的
用
法

の
。
「
説
得
」
の
項
か
ら
あ
げ
て
み
よ
う
。

ハ
そ
の
一
Ｖ
母
モ
大
一
一
驚
シ
、
、
二
人
の
子
共
を
呼
寄
て
泣
々
語
ら
れ
け
る
は
、

Ａ
Ｉ
①

父
の
恩
を
報
七
す
シ
テ
七
生
↓

飯
丸
は
、
母
の
恩
を
忘
て
那
落
に
入
ヌ
。

報
せ
き
リ
シ
カ
紅
挑
の
浦
に
沈
め
ら
る
。

の
恩
ヲ
忘
て
七
生
マ
テ
蝶
の
形
を
得
た
り
。

Ⅱ
ｒ
い
い
附
価
化
仙
仙
ト
ト
ト
化
ト
ト
ｈ
岫
１
．
脚
０
．
：
。
。
．
‐
：
：
０
；
．
“
．
；
：
：
：
：
；
‐
‐
１
０
；
，
。
。
：
：
ｑ
，
「
）

十
一
劫
の
間
野
干
の
生
を
受
た
り
。
毘
閻
女
は
、
継
母
の
恩
を
忘
て
焦

‐
‐
‐
・
・
・
‐
‐
‐
‐
…
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ⅲ
●
Ｉ
小
Ｉ
Ｂ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
ｌ
①
ｌ
１
ｉ
ｒ
Ｉ
‐
‐
‐
・
・
，
・
・
，
…
，
…
…
：

熱
地
獄
に
堕
シ
在
す
。
震
旦
の
旧
跡
を
尋
ヌ
ル
ニ
、
晋
の
陽
女
、
継
父

（
中
略
）
吉
々
川
ク
ヘ
シ
。
天
竺
の
磨
低
女
は
、
恩
を
報
セ
す
シ
て
九

天
竺
の
磨
低
女
は
、

②

！
…
…
‐
‐
‐
…
！
‐
‐
‐
‐
、
‐
‐
‐
‐
，
‐
…
…
・
‐
．
．
！
‐
‐
‐
、
②
ド
ド
ー
雌
，
に
ト
ト

テ
畜
生
道
の
報
上
を
感
シ
キ
。
吉
志
の

（
巻
四
「
兄
弟
を
母
の
制
せ
し
事
」
）

七
・

C

我
朝
の
丹
波
の
康
胤
は
、

②

長
安
好
は
、
夫
妻
の
恩
ヲ

①



の
鉄
窟
地
獄
の
苦
を
助
下
フ
モ
、
法
師
に
成
下
シ
故
ソ
ヵ
シ
。
…
…
…

（
巻
五
「
母
の
勘
当
か
う
ぶ
る
事
」
）

右
の
ご
と
く
、
八
そ
の
一
Ｖ
は
Ａ
①
②
ｌ
Ｂ
①
②
Ｉ
Ｃ
①
②
、
八
そ
の

二
Ｖ
は
Ａ
①
②
ｌ
Ｂ
①
②
ｌ
↓
Ｃ
①
②
③
と
、
そ
の
母
の
説
得
は
、
双
分

的
、
あ
る
い
は
三
分
的
方
法
を
含
み
な
が
ら
、
順
次
、
Ａ
「
天
竺
」
、
Ｂ
「
震

旦
」
、
Ｃ
「
本
朝
」
の
唱
導
的
示
例
を
あ
げ
る
三
分
的
叙
述
方
法
に
従
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
八
そ
の
一
Ｖ
は
『
言
泉
集
』
の
「
孝
養
因
縁
」
、
八
そ

の
二
Ｖ
は
『
神
道
集
』
の
「
北
野
縁
起
事
」
な
ど
に
類
似
の
章
文
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
真
名
本
曽
我
物
語
に
お
い
て
は
、
こ
の
類
似
の
示
例
を
三
国

に
求
め
る
叙
述
方
法
が
、
か
の
三
段
式
漸
層
法
に
よ
る
そ
れ
と
緊
密
に
か
か

八
そ
の
二
Ｖ

（
ハ
タ
）

母
は
障
子
ヲ
隔
て
只
一
目
打
見
下
て
、
障
子
擁
と
立
て
て
後
、
泣
々

言
け
る
は
、
咳
口
惜
の
者
の
有
様
ャ
。
（
中
略
）
何
な
る
人
、
十
人
と

Ａ
①
．
．
．
，
‐
．
‐
，
‐
！
‐
‐
‐
‐
，

五
人
持
た
る
子
タ
に
も
、
親
の
命
に
相
叶
ら
む
。
天
竺
の
須
陵
陀
羅

Ｃ

我
が
朝
の

②

恵
心
僧
都
は
母
の
地
獄
の
苦
を
助
下
上
、
日
蔵
上
人
は
祖
父
延
喜
の
帝

御
勤
光
り
セ
は
、
孝
町
王
は
修
羅
道
の
苦
を
は
兇
し
下
ナ
ン
ャ
。

①
．
…
．
…
‐
，
！
‐
‐
‐
，
‐
，
！
‐
‐
・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
．
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
！
‐
：
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
…

葵
の
三
蔵
の
密
行
に
依
て
其
身
は
伽
利
天
に
収
り
下
ヌ
。
南
岳
大
師
の

’は我
餓
鬼
道
に
堕
た
り
シ
か
と
も
、
目
蓮
の
行
義
に
依
て
飢
鯉
の
愁
を

は
外
道
な
‐
り
シ
か
と
も
、
阿
難
の
勅
に
依
て
菩
提
を
取
り
キ
。
青
提
女

は
冤
キ
。
震
旦
の
古
跡
を
尋
ヌ
レ
は
、
唐
の
太
一

B

弘
法
大
師
は
、
御
父
の
善
通
に
は
後
世
の
杖
と
成
り
、

F

1

山

③

示
は
第
三
の
王
子
、

３

②

玄’

わ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
同
じ
唱
導
的
世
界
に
お
い
て
、
そ

の
叙
述
方
法
が
見
出
さ
れ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
七
末
の
著
名
な
竹

取
説
話
を
検
し
て
み
る
に
、
そ
れ
は
、
五
郎
の
口
を
通
し
て
、
唱
導
的
文
体

を
含
ん
で
紹
介
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
か
な
ら
ず
や
漸
層

的
叙
述
方
法
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
竹
取
説
話
は
、

門
発
端
八
赫
屋
姫
誕
生
Ｖ
、
。
展
開
八
幸
福
な
婚
姻
Ｖ
、
白
結
末
八
仙
宮
昇

天
Ｖ
の
三
段
構
成
に
よ
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
第
㈲
段
落
に
お
い
て
、
竹

中
よ
る
誕
生
し
た
赫
屋
姫
は
、
「
先
世
の
時
各
々
の
為
に
宿
縁
を
残
セ
シ
故

に
、
其
余
報
尽
キ
す
、
一
人
の
孝
子
元
キ
事
を
歎
下
フ
間
、
其
報
恩
の
為
に

来
れ
り
」
と
い
う
も
の
で
、
「
其
形
斜
な
ら
す
、
芙
蓉
ノ
眸
気
高
ク
テ
、
宿

殖
徳
本
の
形
、
衆
人
愛
敬
の
躰
は
、
天
下
に
盤
ひ
な
キ
程
の
美
人
な
り
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
日
段
落
は
、

其
後
、
中
五
年
有
て
、
赫
屋
姫
国
司
に
合
て
語
け
る
は
、
今
は
暇
申

て
自
は
富
士
の
山
の
仙
宮
へ
返
ら
む
。
（
中
略
）
翁
夫
婦
モ
自
か
宿
縁

尽
て
、
早
ャ
空
シ
ク
死
シ
て
別
ヌ
。
童
と
君
と
余
業
の
契
モ
今
は
早
ャ

過
ヌ
レ
は
、
本
の
仙
宮
へ
返
な
り
。
自
カ
ラ
恋
シ
ク
思
食
さ
れ
シ
時

は
、
此
筥
を
取
シ
、
、
常
に
開
て
見
下
フ
ベ
シ
と
て
、
其
夜
の
暁
方
に

Ａ
② て

、
泣
悲
む
こ
と
限
も
元
シ
・
彼
の
仙
女
の
約
束
の
如
ク
、
件
の
筥
の

蓋
を
開
て
見
ケ
レ
は
、
移
つ
る
形
モ
来
ル
事
は
遅
ク
シ
て
返
ル
形
〈
早

ケ
レ
は
、
中
女
肝
を
迷
す
怨
と
成
れ
り
。

是
て
月
日
空
ク
過
行
ヶ
と
も
、
悲
歎
の
闇
路
は
晴
造
ラ
ず
、
其
時
彼

皿
売
旦の
国
司
泣
々
独
留
居
て
、
旭
て
思
モ
ロ
借
ク
、
臥
シ
テ
悲
モ
堪
へ
雌
シ
・

Ａ
①

は
界
消
ス
様
に
失
け
り
。
夜
明
ケ
レ
は
、

国
司
は
空
キ
床
に
只
独
留
居

八



投
て
失
に
け
り
。

其
筥
の
内
な
る
返
魂
香
の
煙
コ
ソ
絶
え
ず
シ
て
今
の
世
マ
て
モ
候
ナ

レ
。
今
の
人
此
返
魂
の
煙
を
は
富
士
の
煙
と
は
申
伝
て
候
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
竹
取
説
話
は
、
一
般
の
「
竹
取
物
語
』
と
は
違

っ
た
富
士
の
煙
の
由
来
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
「
神
道
集
』
の

二
呈
士
浅
間
大
菩
薩
事
」
の
引
用
す
る
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
は
天
台
系
寺
院
の
唱
導
説
経
の
台
本
と
し
て
通
用
し
て
い
た
も
の

と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
右
の
国
司
の
悲
し
み
を
Ａ
①
１
Ａ
②
１
Ａ

③
と
漸
層
的
に
述
べ
る
詞
章
を
「
神
道
集
』
に
み
る
と
、
Ａ
①
「
国
司
此
レ

ヲ
聞
キ
、
悲
ミ
慕
う
事
限
り
元
シ
」
１
Ａ
②
「
男
〈
空
キ
床
二
留
マ
リ
居

テ
悲
ミ
ヶ
ル
」
ｌ
↓
Ａ
③
「
悲
ノ
余
リ
ニ
此
箱
ヲ
懐
ノ
内
へ
引
テ
入
テ
、
身

ヲ
投
テ
失
一
一
ケ
リ
｜
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
、
か
の
漸
層
的
叙
述
の
方
法
が
、
原

拠
の
説
経
台
本
そ
の
も
の
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

さ
て
、
右
の
竹
取
説
話
は
、
真
名
木
曽
我
物
語
の
唱
導
的
方
法
と
し
て
は
、

間
接
的
用
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
直
接
的
用
法
に
属
す
る
巻
二
の
荒

血
山
説
話
な
ど
に
も
、
捨
て
子
の
若
君
を
発
見
す
る
場
面
に
、
や
は
り
三
段

⑬

式
漸
層
的
叙
述
が
見
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
山
中
捨
児
認
な
ど
も
、
唱

ワ
キ
ハ
サ
ミ

彼
の
返
魂
香
の
筥
逢
は
腋
に
校
シ
、
、
富
士
の
禅
定
に
至
て
四
方
を
見

亘
セ
は
、
山
の
頂
に
大
な
る
池
有
り
。
其
池
の
中
に
太
多
の
鴫
有
り
。

鴫
の
中
に
宮
殿
櫻
閣
に
似
ダ
ル
服
石
共
太
多
有
り
。
中
よ
り
件
の
赫
屋

姫
は
顕
し
出
た
り
。
其
形
人
間
の
類
に
は
非
ス
。
玉
の
冠
。
錦
の
挟
、

Ａ
③

天
人
の
影
向
に
異
な
ら
す
。
こ
れ
を
見
て
、
彼
の
国
司
は
悲
に
堪
へ
す

‐
，
０
‐
０
０
０
０
Ｊ
‐
‐
‐
‐
’
’
１
１
４
ｑ
‐
’
１
０
１
．
．
０
０
０
，
０
，
，
‐
‐
０
ｒ
‐
‐
‐
‐
‐
，
，
，
０
，
‐
，
０
０
‐
０
１
０
１
１
１
０
４
１
０
‐
ｑ
ｑ
０
４
ｑ
０
‐
。
◇
ｏ
ａ
ｆ
０
ｂ
Ｏ
‐
，
０
ｒ
，
‐
０
０
０
‐
‐
‐
ｑ
川
Ⅳ
Ⅲ
‐
佃
岬
叩
仙
Ⅲ
仙
仙
Ⅲ
Ⅱ

シ
て
、
終
に
彼
の
返
魂
香
の
筥
を
腋
の
下
に
懐
な
が
ら
、
其
池
に
身
を

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

導
説
経
の
台
本
に
よ
っ
た
も
の
と
判
じ
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
先
に
あ
げ

た
唱
導
説
経
の
台
本
な
る
説
草
の
類
に
は
、
い
ず
れ
も
右
の
叙
述
方
法
が
含

ま
れ
て
お
り
、
特
に
幸
若
舞
曲
「
満
仲
」
の
素
材
と
も
な
っ
た
と
推
さ
れ
る

京
大
本
「
多
田
満
仲
』
（
一
名
「
円
覚
物
語
』
）
に
は
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
顕
著

⑭

に
う
か
が
え
る
。
さ
れ
ば
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
三
分
的
叙
述
方
法
は
、
唱

導
世
界
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
の

平
曲
の
台
本
も
、
元
来
、
こ
の
唱
導
世
界
と
深
く
か
か
わ
っ
て
成
立
し
た
こ

と
を
再
び
思
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

先
の
巻
八
「
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
」
の
条
に
お
い
て
、
次
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
日
部
分
に
お
け
る
曽
我
兄
弟
の
装
束
叙
述
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
は
、
Ａ
①
．
ａ
①
、
Ａ
②
．
ａ
②
、
Ａ
③
。
ａ
③
、
Ａ
④
。
ａ

④
、
Ａ
⑤
。
ａ
⑤
、
Ａ
⑥
。
ａ
⑥
、
Ａ
⑦
．
ａ
⑦
と
示
さ
れ
る
ご
と
く
、

双
分
的
・
対
照
的
方
法
を
駆
使
し
な
が
ら
、
二
人
の
装
束
姿
を
き
わ
立
っ
て

⑮

色
彩
あ
ざ
や
か
に
表
現
す
る
。
あ
え
て
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
あ
げ
る
と
、

一
傘
唖
証
》
織
唖
峰
惟
黄
の
小
袖
（
浅
黄
色
）

（
白
色
）

、

一
Ａ
②
秋
の
野
の
蝶
の
丸
の
直
垂
（
黄
色
）

ゾ

、

｛
ａ
②
神
無
月
の
木
本
に
妻
恋
の
体
に
鴇
の
落
葉
を
付
た
る
直
垂
（
紅
色
）

四

真
名
本
の
視
覚
的
・
絵
画
的
叙
述
方
法

九



、
、

一
Ａ
③
夏
毛
の
行
騰
の
豊
広
ナ
ル
（
黄
禍
色
）

一
ａ
③
星
白
の
行
騰
の
豊
広
な
る
（
白
斑
色
）

、
、

一
“
麺
轆
誌
嘩
壷
》
伽
埣
詫
州
澤
垂
時
岬
嘩
酔
圭
識
藷
セ

（
白
色
）

（
萠
黄
色
）

、
、

、
、

一
Ａ
⑤
鹿
毛
な
る
馬
に
黒
鞍
置
て
（
茶
褐
色
・
黒
色
）

一
ａ
⑤
鳴
考
な
る
馬
に
白
伏
輪
の
鞍
を
世
て
（
赤
白
色
・
白
色
）

、
や
、
、
、

、
、

一
Ａ
⑥
切
羽
を
以
て
作
た
り
け
る
大
の
大
鹿
矢
を
糾
高
に
取
て
付
け

一
、
、
、
（
白
褐
色
）

｛
ａ
⑥
鵯
の
羽
を
以
て
作
た
り
け
る
大
の
鹿
矢
を
筈
高
に
取
て
付
ケ

（
紅
梅
色
）

、
、

一
Ａ
⑦
所
藤
の
弓
の
真
中
取
て
（
白
・
黒
色
）

一
ａ
⑦
白
藤
の
弓
の
真
中
取
て
（
白
・
白
色
）

と
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
は
き
わ
だ
っ
た
色
彩
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
読

者
の
視
覚
を
刺
戟
す
る
絵
画
的
方
法
も
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

こ
の
兄
弟
の
絵
画
的
装
束
姿
は
、
次
の
○
の
場
面
の
祐
経
の
そ
れ
と
も
、
対

照
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
祐
経
の
装
束
は
、
お
よ
そ
、

、
、

Ａ
①
②
大
な
る
拍
摺
な
る
水
干
に
、
（
浅
葱
色
）

９
、
、
、
、

Ａ
③
秋
二
重
毛
の
行
騰
の
豊
広
な
る
に
（
茶
・
栗
色
）

夕
、
、

ａ

ｑ
Ｄ

色
な
る
を
三
頭
長
に
懸
ヶ
成
ス
任
｜
一
、
（
黒
色
・
白
色
）

、

Ａ
⑥
狩
矢
の
野
に
借
染
に
鴻
の
羽
逢
モ
テ
作
た
り
け
る
大
の
鹿
矢
に
、

Ａ
⑤
烏
黒
な
る
馬
の
太
ク
胞
シ
キ
に
七
寸
に
却
シ
た
る
大
の
馬
、
五
蔵
大

｜
シ
テ
尾
髪
飽
マ
テ
足
た
る
に
、

一
重
毛
の
行
騰
の
豊
広
な
る
に

ａ

、
、
、

ｅ

白
伏
輪
の
鞍
に
、
連
赤
の
鰍
の
款
冬

（
白
色
）

，
、
、

Ａ
⑦
塗
藤
の
弓
の
真
中
収
て
、
（
黒
色
）

と
叙
述
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
Ａ
①
②
④
に
対
応
す
る
部
分
に
、

集
約
・
省
略
を
試
み
な
が
ら
、
Ａ
⑤
．
ａ
⑤
に
Ａ
⑤
の
み
な
ら
ず
、
③
「
太

ク
胞
シ
キ
に
Ｊ
ｌ
」
、
⑤
「
五
蔵
大
一
ラ
テ
ｊ
く
」
、
。
「
連
赤
の
鰍
の
ｊ
く
」

を
用
意
し
、
Ａ
⑥
．
ａ
⑥
に
Ａ
⑥
の
み
な
ら
ず
、
⑥
「
居
根
堀
の
ｊ
く
」
、

⑤
「
少
々
は
射
捨
て
て
ｊ
く
」
を
添
え
て
、
祐
経
の
巻
狩
姿
が
み
ご
と
に
曽

我
兄
弟
の
そ
れ
に
対
応
す
る
絵
画
的
叙
述
を
見
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
読
者
の
視
覚
を
刺
戟
す
る
絵
画
的
叙
述
方
法
は
、
こ
の

部
分
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
巻
九
の
「
兄
弟
い
で
た
つ
事
」

の
条
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
兄
弟
が
従
者
の
丹
三
郎
・
鬼
王
丸
を

説
得
し
て
故
里
に
戻
し
、
い
よ
い
よ
祐
経
の
屋
形
を
め
ざ
し
て
出
立
す
る
わ

け
で
、
そ
の
折
の
兄
弟
の
装
束
を
作
者
は
、
同
じ
く
対
照
的
・
双
分
的
方
法

を
含
み
な
が
ら
、
二
人
の
晴
れ
姿
を
絵
画
的
に
叙
述
し
て
い
る
。

（
マ
ウ
）

（
シ
タ
ク
メ
ス
マ
シ
）

一
十
郎
申
け
る
は
、
今
夜
は
今
は
太
に
深
ヌ
ら
む
。
万
恥
は
皆
認
勝
た
り
。

一
五
郎
こ
れ
を
間
て
、
沙
汰
に
及
す
と
て
、

（
イ
サ
ヤ
）

今
は
去
来
打
て
入
ら
む
と
云
ケ
レ
は
、
一
各
々
早
出
に
け
り
。
一
吋
”

Ａ
冬

（
タ
ウ
サ
キ
ｘ
カ
ニ
ー
）
「
コ

ヘ
ワ
キ
ス
際
）
宇
期
イ
と

ａ

も
同
ク
白
手
縄
を
以
て
神
に
界
シ
、

Ｃ
Ｉ
‐
‐
‐
（
サ
イ
）
，

黄
な
る
大
口
を
散
々
に
割
て
、

白
キ
大
口
を
散
々
に
割
て
、

Ａ

＋
生
、

ｊ
Ｖ

｡）

居
根
堀
の
鏑
擦
ヶ
て
、

白
手
縄
を
以
て
神
に
界
シ
、
、

!Ih-■

割
て
、

。］

7に’

{e）

少
々
は
射
捨
て
て
一
は
引

下
に
は
大
磯
の
虎
が
着
替
た
り
け
る
綾
の

下
に
は
浅
黄
の
小
袖
を
着
シ
、
、

bB

地白

白iキ

懲
号深染シ

割鐡
‐ルー1,-'ナナ
イー．イー

る:る

に§に
、、

○て
相
付
た
り
。



勿
論
、
武
将
の
浪
期
を
述
べ
る
に
、
そ
の
み
ご
と
な
戦
さ
装
束
の
英
婆
に
よ

る
叙
述
方
法
は
、
平
家
物
語
な
ど
の
語
り
物
文
芸
の
常
套
的
な
も
の
と
も
言

⑯

え
る
。
そ
し
て
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
作
者
も
、
兄
弟
の
最
期
の
折
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
父
な
る
河
津
三
郎
の
横
死
の
装
束
姿
を
次
の
よ
う
に
描
出
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
巻
一
末
尾
の
「
河
津
が
う
た
れ
し
事
」
の
場
面
、
「
大
見

の
小
藤
太
モ
八
幡
三
郎
モ
心
を
懸
て
（
中
略
）
伊
藤
の
河
津
を
相
待
け
る
処

に
、
伊
藤
が
嫡
子
に
河
津
の
三
郎
通
け
る
」
と
あ
っ
て
、

gG

手
間
繩
を
挙
シ
、
、

ｆ

手
間
繩
を
挙
シ
、
、
遠
鴫
背
付
た
る
紺
の
袴
に
袖
を
結
ヒ
シ
、
、
是
牟

小
袖
に
、
上
に
は
村
千
鳥
付
ヶ
た
る
直
垂
に
、

、
ｅ
。
‐
‐
・
‐
，
．
，
：
‐
‐
舟
戸
爽
・
…
・
‐
‐
ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
・
・
・
．
：
．
：
‐
：
‐
‐
．
．
全
物
巡
‐
、
．
‐
，
：
‐
‐
・
域
診
式
釦
，
‐
‐
，
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

。
上
に
は
調
布
の
直
垂
に
蝶
を
処
々
に
蚕
た
る
を
強
直
に
着
成
て
、

Ｒ
Ｌ
（
タ
マ
タ
ス
キ
）

箱
根
の
別
当
の
許
よ
り
得
た
り
け
る
黒
鞘
巻
を
差
た
り
け
る
。

る
兵
庫
鐵
の
太
刀
に
、
一
年
権
現
の
御
前
に
て
敵
左
衛
門
の
尉
の
手
よ
り

一

（
シ
カ
）
（
ト
ウ
カ
ネ
）
（
サ
ス
カ
）

得
た
み
赤
木
の
柄
に
銅
金
シ
だ
る
指
柄
を
泌
差
久
肌
攝
沁
。
｝

一
寸
斑
の
烏
帽
子
懸
を
強
フ
シ
テ

｜
寸
斑
烏
帽
子
懸
を
強
ク
ス
ル
任
に
、

其
日
の
装
束
二
は
、
秋
の
野
の
摺
り
尽
シ
に
、
間
々
に
引
柿
た
る
直
垂

に
、
大
斑
の
行
勝
の
豊
カ
ニ
広
ケ
ナ
ル
ニ
、
狩
矢
の
料
に
借
染
に
作
た

り
け
る
鶴
の
本
白
の
九
シ
差
た
る
矢
を
負
シ
、
、
繁
藤
の
弓
の
真
中
取

て
、
萠
黄
打
た
る
竹
笠
を
峰
吹
風
に
吹
散
サ
セ
て
、
暁
と
云
名
馬
の

l
E

l

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

hH

赤
銅
作
の
太
刀
の
寸
延
た
る
に
、

箱
根
の
別
当
の
許
よ
り
得
た
り
け

’

と
叙
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
そ
れ
は
、
平
家
物
語
に
お
け
る
武
将
の
英
湊

に
準
じ
な
が
ら
も
、
阻
垂
、
行
騰
、
弓
・
矢
、
竹
笠
、
馬
の
骨
格
・
髪
・
雌

・
鰍
・
轡
・
手
縄
・
腹
巻
等
々
、
先
に
あ
げ
た
曽
我
兄
弟
・
工
藤
祐
経
に
近

接
し
て
、
き
わ
め
て
絵
画
的
叙
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
真
名
本
曽
我
物
語
に
お
け
る
横
死
の
英
雄
の
装
束
姿
は
、
一
般
の

語
り
物
に
準
じ
な
が
ら
も
、
い
ち
だ
ん
と
鮮
か
に
絵
川
的
に
示
さ
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
絵
画
的
方
法
は
、
こ
の
巻
八
の
「
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
」

に
続
く
「
二
十
番
の
巻
狩
」
の
場
面
に
、
さ
ら
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
れ
は
、Ｃ

Ｄ

大
斑
の
行
騰
に
、

Ｃ

ｄ

熊
の
皮
の
破
合
の
行
騰
に
、

（
ツ
キ
ケ
）
（
ナ
、
キ
）
（
ハ
ス
）

鵯
毛
ナ
ル
馬
の
七
寸
に
却
む
た
る
か
、
五
臓
太
と
ク
て
髪
鉋
↓
、
て
足
た

る
に
、
梨
子
地
蒔
の
白
伏
輪
の
鞍
に
連
赤
の
鰍
の
獄
冬
色
な
る
を
芝
打

．
（
カ
ン
シ
）

長
に
懸
セ
ツ
、
、
白
キ
轡
を
暗
歯
と
喰
マ
セ
、
紺
の
手
縄
に
同
色
の
腹

柵
を
強
ク
ト
て
ソ
采
タ
リ
け
る
。
主
モ
究
寛
の
馬
乗
な
り
。
馬
モ
音
に

（
サ
シ
ク
ツ
ロ
）

Ⅲ
ル
逸
物
ナ
レ
は
、
伏
木
巌
石
を
脈
は
す
、
差
俳
ヶ
て
歩
セ
出
シ
た

り
口

物
の
小
袖
に
、
上
に
は
嶋
摺
の
松
原
に
鶴
を
飛
ハ
セ
た
る
直
垂
に
、

ｂ

上
に
は
秋
の
野
の
直
垂
に
、

け
る
。
一
愛
敬
の
三
郎
が
其
日
の
装
束
は
、
下
に
は
師
子
に
牡
丹
の
縦

一
本
間
か
其
日
の
装
束
に
は
、
下
に
は
生
絹
の
小
袖
に
、

ａ

一
番
に
は
、
相
模
の
国
の
住
人
に
愛
敬
の
三
郎
と
本
間
の
次
郎
ソ
出
に

Ａ
１

bB

生
絹
に
て
裏
打
た
る
竹
笠
を
谷
風
に
一
笂

気
張
に
て
裏
打
た
る
竹
笠
に
、

二

へ

ヒ

ト
モ

ミ
ｰ



gG

Ｂ

ト
メ
（
カ
ウ
）
〔
し

に
、
上
に
は
迩
紺
の
直
垂
に
、

。
、
（
ミ
チ
シ
ハ
ス
ッ
）
ｃ

袖
に
、
茨
摺
た
る
直
垂
に
、Ｅ
Ｉ

白
葦
毛
な
る
馬
に
射
懸
地
の
鞍
を
置
セ
て
乗
ル
任
に
、
左
の
岳
よ
り
出

黒
鹿
毛
な
る
馬
に
黒
鞍
置
て
乗
ル
任
に
、
右
の
岳
よ
り
出

評
峨
一
斯
ル
所
に
、
上
の
昨
よ
り
五
烈
た
る
鹿
コ
ソ
下
ケ
レ
。

一
先
の
二
は
渋
谷
の
馬
の
允
ソ
留
け
る
。
一
一
は
遁
て
出
け
る
を
、

一
残
の
二
を
は
中
村
の
小
太
郎
ソ
留
け
る
。
一

け
り
。
二
番
に
は
、
同
国
の
住
人
に
渋
谷
の
馬
允Ａ

郎
ソ
出
に
け
る
。
一
渋
谷
か
其
日
の
装
束
に
は
、
ａ

一
中
村
か
其
日
の
装
束
に
は
、

蒋
一

峰
丸
て
、

ｅ

ｇ

の
弓
の
真
中
取
て
、
鹿
毛
な
る
馬
に
黄
伏
輪
の
鞍
を
置
キ
テ
乗
任
一
一
、

左
の
岳
よ
り
出
テ
来
ダ
ル
。
一
斯
ル
処
に
、
上
の
峰
よ
り
七
烈
た
る
鹿

右
の
岡
よ
り
出
来
ル
。
一

コ
ソ
下
ケ
レ
。
一
鑑
皿
二
艤
雑
罐
碓
純
娠
郡
榊
謹
叩
る
。
一
一
は
遁
て

出
け
る
を
、
駿
河
の
国
の
住
人
に
船
越
・
木
津
輪
の
人
々
ノ
中
に
て
留

け
り
。
二
番
に
は
、
同
国
の
住
人
に
渋
谷
の
馬
允
重
助
と
中
村
の
小
太

て
裏
打
た
る
竹
笠
に
、

て
裏
打
た
る
竹
笠
に
、

の
弓
の
真
中
取
て
、

切
府
の
鹿
矢
に

鶴
の
本
白
を
以
テ

lG
（
ツ
キ
）

鵯
毛
な
る
馬
に
黒
鞍
置
て
乗
る
任
に
、

eE

大
中
黒
の
鹿
矢
に
、
塗
籠
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、

ｆ

小
中
黒
の
鹿
矢
に
、
笛
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、

」
借
染
に
作秋

二
重
毛
の
行
騰
に
、

夏
毛
の
行
騰
に
、

Ｉ
Ｆ
Ｉ

た
り
け
る
太
の
鹿
矢
に
、

下I下
にIに

は｜は
白i浅
唐黄
綾の
の1小
小1袖

Ｄ

赤
地
の
錦
に

ｄ

青
地
の
錦
に

Ｆ
肺
朧
陛
ｌ

気
装
藤

ｆ

二
所
藤

B

上
に
は
帷
振
付
た
る
直
垂
に
、

イ
，
（
ト
メ
コ
ウ
）

上
に
は
認
紺
の
直
垂
に
、

の
弓
の
真
中
取
て
、
烏
黒
な
る
馬
に
黄
伏
輪
の
鞍
を
置
て
乗
ル
任
に
、

ｇ

藤
の
弓
の
真
中
取
て
、
栗
毛
な
る
馬
に
白
伏
輪
の
鞍
を
置
て
乗
ル
任
に
、

左
の
岳
よ
り
出
来
ル
。
一
斯
ル
処
に
、
上
の
峰
よ
り
七
烈
た
る
鹿
コ
ソ

右
の
岳
よ
り
出
来
ル
。
一

下
ケ
レ
。
一
先
の
三
を
は
洋
津
の
次
郎
ソ
留
け
る
。
一
二
は
遁
て
出
け

一
残
の
二
を
は
萱
品
の
三
郎
ソ
留
け
る
。
一

る
を
、
相
模
の
国
の
住
人
に
、
松
田
・
河
村
の
人
々
の
中
に
て
留
け

た
る
竹
笠
に
、

た
る
竹
笠
に
、

出
に
け
る
。
一
望
月
か
其
日
の
装
束
に
は
、
下
に
は
鈍
色
の
小
袖
に
、

一
桃
台
か
其
日
の
装
束
に
は
、
下
に
は
浅
黄
の
小
袖
に
、

ａ

り
。
…
…
廿
番
に
は
、
同
国
の
住
人
に
望

裏
打
た
る
竹
笠
に
、

（
エ
カ
イ
）

々
に
言
た
る
絹
を
以
て
裏
打
た
る
竹
笠
に
、

束
に
は
、
下
に
は
練
緯
の
生
絹
裏
の
小
袖
に
、

ａ

束
に
は
、
下
に
は
白
小
袖
に
、Ｃ
Ｉ

摺
た
る
直
垂
に
、

（
ト
チ
シ
）

以
て
菊
総
た
る
直
垂
に
、

土
肥
・
岡
崎
の
人
々
の
中
に
て
留
け
り
。
三
番
に
、
駿
河
の
国
の
住
人

ヲ
キ

カ
ヤ
シ
ナ

に
洋
津
の
小
次
郎
と
萱
口
叩
の
三
郎
ソ
出
に
け
る
。
一
洋
津
か
其
日
の
装

一
萱
品
か
其
日
の
装

４
一

（
ネ
リ
ヌ
キ
）

３

（
カ
ル
カ
ヤ
）

カ
ト
フ
リ

Ｅ
‐
．
Ｆ

鴻
の
羽
の
鹿
矢
に
、

ｅ

ｆ

鳫
の
羽
の
鹿
矢
に
、

G

cC

熊
皮
の
破
合
の
行
騰
に
、
高
麗
の
唐
絹
に
て

ｄ

大
斑
の
行
騰
に
、
紅
葉
の
落
葉
を
所

Ｅ

・
Ｆ
１

黒
津
羽
の
矢
に
、
所
藤

ｅ

ｆ

打
た
る
竹
笠
に
、
鴻
の
羽
の
鹿
矢
に
、
気
装

cC

秋
二
重
毛
の
行
騰
に
、

星
白
の
行
騰
に
、

繁
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、

白
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、

月
の
余
一
と
挑
台
の
三
郎

Ａ

bB

卜
lア
V(－

)､ル

ヤ生

上
に
は
練
絹
に
萱
葱
草

上
に
は
褐
地
に
白
糸
を

Ｉ
Ｄ
ゞ

三
dD

。，

気
張
に
て
裏
打

錬
絹
に
て
裏
打

Ｇ
Ｉ
鹿
毛
な

ｇ
サ
ヒ鹿
鵯
毛 ノ



る
馬
に
白
鞍
置
て
乗
ル
任
に
、
左
の
岳
よ
り
出
来
ル
。
一
斯

な
る
馬
に
梨
地
蒔
の
鞍
置
て
乗
ル
任
に
、
右
の
岳
よ
り
出
来
ル
。
一

ル
処
に
、
上
の
峯
よ
り
七
烈
た
る
鹿
コ
ソ
下
ケ
レ
。
一
先
ノ
ニ
ヲ
ハ
望

一
残
の
三
を
は
挑

月
一
ソ
留
け
る
。
一
二
は
遁
て
出
け
る
を
、
小
山
・
宇
津
宮
の
中

台
の
三
郎
ソ
留
け
る
。
一

に
て
留
け
り
。

と
叙
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
十
番
・
四
十
人
の
武
者
の
巻
狩
姿
が
、
双

分
的
・
対
照
的
、
か
つ
揃
物
ふ
う
の
リ
ズ
ム
を
内
包
し
な
が
ら
、
ま
る
で

富
士
の
裾
野
の
巻
狩
の
色
美
し
い
絵
巻
物
を
見
る
か
の
ど
と
く
に
叙
述
さ
れ

づ
く
ぜ
○

と
こ
ろ
で
、
こ
の
真
名
本
曽
我
物
語
の
視
覚
的
・
絵
画
的
叙
述
方
法
は
、

一
応
、
他
の
軍
記
物
語
と
同
じ
く
、
華
麗
な
作
り
物
を
よ
く
し
た
京
洛
の
風

＠

流
の
流
行
に
応
じ
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
繰
り
返

し
あ
げ
た
ご
と
く
、
こ
の
作
品
が
寺
院
の
唱
導
的
世
界
と
密
接
し
て
成
立
し

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
絵
画
的
方
法
も
、
や
は
り
、
唱
導
寺
院
の
な
か
で
習
熱

さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
仏
教
寺
院
の

堂
宇
の
絵
画
と
か
か
わ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
説
経
・
唱
導
の
な
か

で
獲
得
さ
れ
た
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
そ
の
実
証
は
、
今
後
の
課

題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
か
つ
て
安
居
院
の
唱
導
僧
が
、
勧
進
唱
導

⑬

に
用
い
る
絵
巻
な
ど
の
制
作
に
、
し
ば
し
ば
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
参
考

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
絵
解
き
説
経
の
台
本
の
制
作
に
も

か
か
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
絵
解
き
を
絵
抜
き
で
語
り
間
か
せ

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

い
で
た
ち

ａ
④
‐
．
‐
，

②
十
郎
そ
の
日
の
扮
装
に
は
、
萠

．
‐
：
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐
‐
…
‐
…
：
…
‐
：
．
‐
．
ａ
②
．
…
．
…
・
‐
．
！
：
、

黄
裏
打
ち
た
る
竹
笠
、
村
千
鳥
の

さ
て
、
本
稿
が
便
宜
的
に
と
り
あ
げ
て
き
た
真
名
本
の
巻
八
冒
頭
の
「
祐

経
を
射
ん
と
せ
し
事
」
の
条
は
、
仮
名
本
に
あ
っ
て
は
、
説
話
の
順
序
を
前

後
さ
せ
て
、
「
富
士
の
狩
場
へ
の
事
」
ｊ
く
「
新
旧
が
猪
に
の
る
事
」
に
次

い
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、
真
名
本
に
準
ず
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
叙
述
の
方
法
に
お
い
て
は
、
相
当
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。

今
、
む
し
ろ
真
名
本
の
叙
述
の
方
法
の
特
質
を
明
ら
め
る
た
め
に
、
重
複
を

い
と
わ
ず
に
本
文
を
掲
げ
て
、
両
者
の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
。

ま
ず
、
そ
の
第
一
段
落
の
部
分
を
あ
げ
る
と
、
次
の
ご
と
、
ざ
異
同
が
見
ら

れ
る
。

⑲

仮
名
本
（
大
山
寺
本
）
真
名
本

い
き
て
、
兄
弟
見
え
隠
れ
に
連
れ
つ
既
に
御
狩
庭
始
ケ
レ
ハ
、
各
々
互

（
を
力
）

離
れ
つ
、
心
を
尽
し
て
狙
ひ
け
る
こ
一
一
目
を
懸
て
、
敵
の
助
経
に
告
知
す
。

そ
雌
Ⅲ
な
れ
。
五
郎
は
片
岡
に
打
上
て
詞
．
馬
の
頭
を

下
頭
に
引
立
た
り
。
十
郎
は
遙
か
に

原
中
に
引
退
ケ
テ
、
薄
を
分
て
引
へ

た
り
。

い
で
た
ち
ａ
④
‐
．
‐
，
Ａ
①
ｌ

切
十
郎
そ
の
日
の
扮
装
に
は
、
萠
十
郎
か
其
日
の
装
束
は
、
下
に

よ
う
と
す
る
と
き
、
右
の
ご
と
き
視
角
的
・
絵
画
的
文
体
を
創
出
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

五
真
名
本
の
写
実
的
叙
述
方
法

は
母
の
手
よ
り
得
た
、
り
け
る
連
銭
付



五
郎
が
そ
の
日
の
装
束
に
は
、

ｂ
④
Ｉ
：
：
：
‐
．
．
‐
‐
‐
…
．
，
…
：
．
．
‐
‐
‐
‐
‐
；
・

薄
紅
に
て
裏
打
ち
た
る
平
紋
の

‐
！
‐
…
：
．
…
ｂ
②
か
ら
さ
い
み
．
…
．
．
．
‐

竹
笠
真
深
に
着
て
、
唐
賀
布
に
て

紋
に
蝶
を
三
つ
二
つ
所
々
に
つ
け
た

‐
Ｉ
…
．
‐
．
，
．
：
：
ｂ
③
：
：
：
；
‐
：
．
．
；
：
、

る
（
直
垂
に
）
、
紺
の
袴
・
秋
二
毛

の
行
騰
た
ぷ
や
か
に
穿
き
下
し
、

ｂ
⑥
：
鵺
の
本
白
の
征
矢
筈
高
に
負
ひ

‐
ｂ
⑦
：
：
：
‐
‐
！
‐
‐
：
．
‐
‐
‐
‐
‐
！
！
ｌ

な
し
、
二
所
藤
の
弓
の
真
中
執
一

り
、
ｂ
⑤
鹿
毛
な
る
馬
に
蒔
絵
の
鞍
置
一

き
て
ぞ
乗
り
た
り
け
る
。

：
‐
ａ
③

直
乗
に
、
夏
毛
の
行
騰
深
く
引
込

：
ａ
⑥
；
！
：
、
Ｉ
‘
．
‐
：
：
Ｉ
：
！

う
で
、
薦
う
す
く
う
の
鹿
矢
筈
高

：
：
．
！
：
！
‐
．
‐
・
‐
‐
‐
‐
ａ
⑦
’
１
…
：
：
：
：
，
‐
‐
：
：

に
取
っ
て
つ
け
、
重
藤
の
弓
の
真

‐
‐
‐
：
：
：
：
ａ
⑤
！
：
：
‐
：
：

中
握
り
、
葦
毛
な
る
馬
に
貝
鞍
置

き
て
ぞ
乗
り
た
り
け
る
。

四
方
に
眼
を
省
て
引
へ
た
り
。

｜’
付
ヶ
、
白
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、

Ｂ
④
ｌ

萠
黄
に
て
裏
打
た
る
竹
笠
を
峰

‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｂ
⑤
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐

吹
風
に
一
榑
暁
セ
、
鵯
毛
な
る
馬

に
㈹
盟
唖
は
ゆ
鹿
矢
を
管
局
に
取
て

本
に
鹿
の
妻
恋
の
体
に
葛
の
落
葉
を

Ｉ
Ｂ
③
１
．

‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ
③

付
た
る
直
垂
に
、

曲
塁
焔
な
る
に
、

に
白
伏
輪
の
鞍
を
置
て
乗
ル
任
に
、

ヶ
、
所
藤
の
弓
の
真
中
取
て
、
四

方
に
眼
を
省
シ
て
引
ヘ
タ
リ
。Ｂ
①
ｌ

五
郎
か
其
日
の
装
束
は
、
下
に

は
母
の
手
よ
り
得
た
り
け
る
白
唐
綾

Ｉ
Ｂ
②
１
１

の
小
袖
に
、
上
に
は
早
河
の
伯
母

て
、
鹿
毛
な
る
馬
に
黒
鞍
署

１
Ａ
③

の
手
よ
り
得
た
り
け
る
神
先
月
の
木

る
大
の
大
鹿
矢
を
矧
高
に
取
て
付

た
る
浅
黄
の
小
袖
に
、

の
行
騰
の
豊
広
ナ
ル
に
、

て
襄
打
た
る
竹
笠
を
谷
風
に
雑
と
暁

ル
任
に
、
切
羽
を
以
て
作
た
り
け

の
野
の
蝶
の
丸
の
直
垂
に
、

Ａ
⑦

Ａ
⑥

鹿
毛
な
る
馬
に
黒
鞍
置
て
乗

Ａ
⑥
Ｉ

一
、
星
白
の
行
騰
の

Ｂ
⑥
ｌ
鵯
の
羽
を
以
て
作

剖

袖
に
、

ATL
③{し

|：
｜|’ Ａ

２一
、

夏
毛

Ａ
④
Ｉ
‐

気
張
に

ま
ず
い
の
叙
述
を
み
る
と
、
仮
名
木
が
、
祐
経
を
狙
う
兄
弟
の
行
為
を
概

括
し
て
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
真
名
本
は
、
そ
の
兄
と
弟
の
行
為
を
具
体
的

に
あ
げ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
仮
名
本
が
、
行
為
を
集
約
し
て
「
無
断
な
れ
」

と
兄
弟
の
心
を
主
情
的
に
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
真
名
本
は
、
行
為
を
写
実

的
に
、
「
打
上
て
ｊ
く
引
立
た
り
」
「
引
退
ケ
テ
ｊ
く
引
ヘ
タ
リ
」
と
客
観
的

に
あ
げ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
の
②
の
叙
述
に
よ
る
と
、
仮
名
本
は
、
十
郎
の
装
束
を
真
名
本
に
準
じ

て
、
Ａ
②
ｊ
く
Ａ
例
を
ａ
②
ｊ
く
ａ
⑦
の
ご
と
く
に
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
真
名
本
の
叙
述
を
い
さ
さ
か
短
縮
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ａ
①
「
下

に
は
母
の
手
よ
り
ｌ
浅
黄
の
小
袖
に
」
対
応
す
る
章
句
を
省
略
す
る
こ
と

と
応
じ
て
、
真
名
本
の
叙
述
を
集
約
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て

真
名
本
は
、
十
郎
の
装
束
を
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り
詳
細
に
あ
げ
る
と
と
も

に
、
「
四
方
に
眼
を
省
シ
て
引
へ
た
り
」
と
十
郎
の
行
為
を
客
観
的
に
叙
す

る
態
度
を
失
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
仮
名
本
と
真
名
本
と
の
叙
述
の

異
同
は
、
五
郎
の
装
束
描
写
部
分
に
お
い
て
も
、
全
く
同
じ
方
法
に
よ
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
本
は
、
真
名
本
の
Ｂ
①
を
欠
き
、
Ｂ
②
ｊ
く
Ｂ
⑦

を
ｂ
②
ｊ
く
ｂ
⑦
と
い
さ
さ
か
集
約
し
て
あ
げ
て
お
り
、
真
名
本
は
同
じ
く

五
郎
の
装
束
姿
の
結
び
を
「
四
方
に
眼
を
省
て
引
へ
た
り
」
と
写
実
的
叙
述

に
よ
っ
て
い
る
。

次
に
第
二
段
落
の
部
分
を
対
照
し
て
あ
げ
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

仮
名
本
（
大
山
寺
本
）
真
名
本

山
遙
か
に
敵
を
見
付
け
て
、
十
郎
に
斯
け
る
処
に
、
敵
の
宮
藤
左
衛
門

告
げ
た
り
。
互
に
心
を
通
は
し
け
の
尉
は
、
三
有
鹿
に
相
付
て
出
来

四



②
人
は
皆
鹿
に
心
を
か
け
、
如
何
に

も
し
て
上
の
見
参
に
入
ら
む
と
、
嶺

に
登
り
谷
に
下
り
、
野
を
分
け
山
を

尋
ぬ
る
に
、
此
人
々
は
思
ふ
人
の
み

心
に
か
け
け
る
が
、
余
り
に
鹿
を
見

ず
候
て
は
、
余
所
目
如
何
と
思
ひ
し

に
、
勢
子
を
破
り
て
鹿
こ
そ
三
つ
連

れ
て
出
来
た
れ
。

③
是
は
と
見
る
所
に
、
件
の
助
経
追

ひ
て
筋
か
ひ
に
ぞ
落
し
け
る
。
そ

の
日
の
扮
装
こ
そ
花
や
か
な
れ
。

ａ
②
，
，
：
：
：
；
・
‐
．
，
，
：
：
：
：
：
‐
！
ａ
③
‐
！
‐
‐

浮
線
綾
の
直
垂
に
、
大
斑
の

！
‐
‐
‐
‐
ａ
⑤
‐
‐
１
１
：
：
：
：
‐
；
ａ
⑦
‐
‐
Ｉ

行
騰
、
切
斑
の
矢
負
ひ
、
吹
寄

…
‐
‐
‐
，
ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
ａ
④
：
：
：
：
：
‐
ｉ
‐
‐
・
Ｉ

せ
藤
の
弓
持
ち
、
金
砂
に
て
裏
打

ち
し
た
る
浮
紋
の
竹
笠
、
巌
に
吹
き

‐
：
‐
：
‐
‐
‐
‐
ａ
⑤
！
‐
：
：
：
‐
；
‐
：
‐
‐
‐
た
×
唾
…

そ
そ
が
せ
、
黒
き
馬
の
大
う
暹
し

き
に
白
覆
輪
の
鞍
置
き
て
ぞ
乗
り
た
－

鵬
Ⅷ
／
。

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

連
赤
の
靴
の
款
冬
色
な
る
を
三
頭
長

飽
マ
テ
足
た
る
に
、
白
伏
輪
の
鞍
に

十
郎
は
尚
矢
筈
を
取
シ
、
、
樋
立

挙
て
相
待
処
に
、
敵
の
宮
藤
左
衛
門

Ａ
②
ｌ

の
肘
ソ
連
た
る
。
其
日
は
、
大
な

Ａ
ｉ

ル
。
十
郎
が
前
に
近
付
ケ
レ
と
も
、

薄
を
隔
て
て
こ
れ
を
知
う
す
。
五
郎

は
逓
の
岡
に
て
是
を
見
付
て
、
鞭
に

鐙
を
合
せ
て
寄
む
と
思
け
る
か
、
人

を
多
ク
目
を
付
て
見
け
る
間
、
馬
を

引
へ
て
先
シ
十
郎
に
告
た
り
け
る
。

ス
ハ
ヤ碩
十
郎
殿
、
鹿
ョ
鹿
ヨ
ト
云
ケ
レ

ハ
、
鹿
は
多
か
り
け
り
。
樋
卜
立
挙

て
、
暇
方
此
方
へ
眼
を
省
リ
ヶ
レ

ハ
、
五
郎
重
て
教
け
る
は
、
三
有
ル

鹿
の
草
を
込
て
近
付
た
り
。
弓
手
捜

に
矢
筈
を
取
レ
と
ソ
教
け
る
。

た
る
大
の
馬
、
五
蔵
大
一
一
シ
テ
尾
髪

る
拍
摺
な
る
水
干
に
、

る
馬
の
太
ク
胞
シ
キ
に
七
寸
に
却
シ

の
行
騰
の
豊
広
な
る
に
、
烏
黒
な

タ
ク
マ
（
ナ
、
キ
）
（
ハ
ツ
）

Ａ
③
Ｉ

秋
二
重
毛

‐
Ａ
⑤
Ｉ

ま
ず
①
の
部
分
を
見
る
と
、
仮
名
本
が
、
「
十
郎
に
告
げ
た
り
」
と
五
郎

の
教
示
の
内
容
を
示
さ
ぬ
ま
ま
に
、
兄
弟
の
行
為
を
総
括
的
に
述
べ
る
の
に

対
し
、
真
名
本
は
、
祐
経
の
近
づ
い
て
も
気
付
か
ぬ
十
郎
の
様
子
、
そ
れ
を

向
い
の
岡
に
見
付
け
て
気
を
も
む
五
郎
の
様
子
、
そ
し
て
人
々
の
目
を
恐
れ

て
、
自
ら
の
馬
を
押
さ
え
て
十
郎
に
知
ら
せ
る
五
郎
の
様
子
を
、
具
体
的
に

述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
仮
名
本
が
兄
弟
の
行
為
を
集
約
的
に
述
べ
、
｜
Ｉ
互

に
心
を
通
は
し
け
り
」
と
兄
弟
の
心
情
に
そ
っ
て
叙
述
を
試
み
て
い
る
の
に

対
し
、
真
名
本
は
兄
弟
の
行
為
を
刻
々
と
写
実
的
に
述
べ
、
あ
く
ま
で
も

（
十
郎
）
「
こ
れ
を
知
ら
ず
」
（
五
郎
）
「
是
を
見
付
て
」
（
五
郎
）
「
馬
を
引
へ

て
」
「
告
た
り
け
る
」
と
客
観
的
な
叙
述
を
志
し
て
い
る
と
言
え
る
。

次
の
㈲
の
部
分
を
み
る
と
、
同
じ
く
仮
名
本
が
「
此
人
々
は
思
ふ
人
の
み

心
に
か
け
る
」
と
兄
弟
の
行
為
を
集
約
的
、
か
つ
主
情
的
に
叙
述
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
真
名
本
は
（
五
郎
）
「
鹿
ヨ
ト
云
ケ
レ
こ
（
十
郎
）
「
立
挙

て
眼
を
省
り
」
（
五
郎
）
「
矢
筈
を
取
レ
と
ソ
教
け
る
」
と
、
兄
弟
の
行
為
を

具
体
的
、
か
つ
客
観
的
に
叙
述
し
て
い
る
。

最
後
の
⑨
の
部
分
を
み
る
と
、
仮
名
本
は
、
祐
経
の
装
束
姿
を
真
名
木
に

準
じ
て
、
Ａ
②
ｊ
く
Ａ
③
を
ａ
②
ｊ
ｌ
ａ
⑦
の
ご
と
く
に
あ
げ
る
。
た
だ

り
け
る
。
馬
も
間
ふ
る
名
馬
な
り
。

主
も
究
寛
の
上
手
な
り
。
三
つ
あ
る

鹿
に
目
を
懸
け
、
下
り
様
に
ぞ
落
し

け
る
。

丘ニ
ノ、

に
、

真
中
取
て
、
狩
矢
の
料
に
借
染
に

々
は
射
捨
て
て
一
は
引
て
相
付
た

り
。

鴻
の
羽
を
モ
テ
作
た
り
け
る
大
の
鹿

八
五
節
シ

ネ
チ
ス

に
懸
ヶ
成
ス
任
二
、
塗
滕
の
弓
の

Ａ
⑧

居
根
堀
の
鏑
擦
ヶ
て
、
の

Ａ
⑥

五

Ａ
⑦

’



し
、
そ
れ
は
真
名
本
の
欠
く
ａ
④
「
金
砂
に
て
裏
打
ち
し
た
る
浮
紋
の
竹
笠

う
ぐ
」
を
含
み
な
が
、
Ａ
③
「
居
根
堀
の
鏑
擦
ヶ
て
ｊ
く
」
に
対
応
す
る
ａ
③

を
欠
い
て
い
る
。
が
、
全
体
的
に
は
真
名
本
の
叙
述
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
の
仮
名
本
は
、
祐
経
の
装
束
姿
を
、
一
‐
そ
の
日
の
扮
装
こ
そ
花

や
か
な
れ
」
「
馬
も
間
ふ
る
名
馬
な
り
。
主
も
究
覚
の
上
手
な
り
」
と
評
し

て
、
祐
経
に
心
を
寄
せ
た
主
情
的
叙
述
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
真

名
本
は
仮
名
本
に
比
し
て
、
祐
経
の
装
束
を
よ
り
具
体
的
に
克
明
に
あ
げ
、

そ
れ
も
あ
く
ま
で
も
客
観
的
事
実
と
し
て
叙
述
す
る
の
で
、
作
者
の
主
情
的

表
明
を
み
る
こ
と
が
な
い
。

さ
て
、
次
の
第
三
段
落
の
部
分
に
至
る
と
、
阿
者
は
大
き
く
異
同
し
て
、

そ
の
対
照
は
困
難
と
な
る
が
、
あ
え
て
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

仮
名
本
（
大
山
寺
本
）
真
名
本

④
人
も
遙
か
に
隔
り
ぬ
。
馬
の
駆
場
十
郎
は
是
を
見
付
て
、
呼
は
何
に
、

も
よ
か
り
け
り
。
十
郎
こ
れ
を
見
こ
れ
を
云
け
る
者
を
と
思
イ
テ
、
馬

ク
ル
リ

て
、
こ
れ
は
埒
の
外
に
勢
子
を
破
り
を
桐
と
廻
シ
て
、
尚
敵
を
弓
手
に
成

て
落
ち
来
た
り
。
い
ざ
射
止
め
ん
と
一
む
と
、
馬
の
足
を
立
直
ス
処
に
、
助

つ
が

て
、
十
三
束
の
中
差
取
っ
て
番
ひ
、
経
が
且
の
冥
加
ャ
有
ヶ
む
、
十
郎
が

狩
の
帰
り
様
に
、
父
の
射
ら
れ
給
ひ

あ
る
べ
き
と
、
左
手
に
な
し
て
ぞ
下

イ

リ
け
る
。
五
郎
も
同
じ
く
中
差
取
つ

し
鞍
の
山
形
の
端
、
行
騰
の
引
合

せ
、
志
の
深
さ
に
は
な
ど
か
通
ら
で

矢
所
多
し
と
言
へ
ど
も
、
奥
野
の上

真
名
本

十
郎
は
是
を
見
付
て
、
呼
は
何
に
、

こ
れ
を
云
け
る
者
を
と
思
イ
テ
、
馬

ク
ル
リ

を
桐
と
廻
シ
て
、
尚
敵
を
弓
手
に
成

む
と
、
馬
の
足
を
立
直
ス
処
に
、
助

経
が
且
の
冥
加
ャ
有
ヶ
む
、
十
郎
が

乗
た
り
け
る
馬
を
、
郷
燭
の
根
に
左

前
足
を
引
懸
て
、
真
逆
様
に
、
返
上
け

（
ユ
ラ
Ⅲ
〆
）

る
間
一
一
、
前
に
油
据
と
下
り
立
ケ
レ

は
、
敵
は
程
元
ク
延
に
け
り
。
鹿
は

一
モ
残
ラ
ス
射
執
ら
れ
ぬ
。

取
り
て
突
っ
立
ち
上
が
ら
ん
と
す
る

も
、
な
ど
か
射
切
り
て
捨
て
ざ
ら
ん

て
番
ひ
、
左
衛
門
尉
が
首
の
骨
に
同

隙
に
敵
は
遙
か
に
馳
せ
延
び
て
、
鹿

を
も
人
に
射
ら
れ
け
り
。

②
五
郎
空
し
く
引
返
し
、
急
ぎ
馬
よ

り
下
り
、
介
錯
し
て
ぞ
立
ち
に
け
る

げ

心
の
中
こ
そ
哀
れ
な
り
。
実
に
や
我

等
ほ
ど
果
報
な
き
者
は
な
か
り
け

り
、
唯
今
は
さ
り
と
も
と
こ
そ
思
ひ

し
に
、
馬
強
か
り
せ
ぱ
斯
様
に
は
あ

相
付
け
て
馴
せ
並
ぶ
。
三
つ
あ
る
鹿

を
懸
け
、
大
磐
石
を
重
ね
た
り
と

す
る
所
に
、
助
経
が
暫
し
の
運
や
控

へ
け
ん
、
助
成
が
乗
り
た
る
馬
、
思

ま
っ
さ
か
さ
ま

は
ぬ
伏
木
に
乗
り
懸
け
て
真
倒
に
転

あ
や
友

ぴ
け
り
。
過
た
ず
弓
の
本
を
越
し
、

（
馬
の
）
頭
に
上
り
立
ち
け
り
。

と
左
衛
門
尉
に
借
し
当
て
引
か
ん
と

目
も
昏
れ
心
も
消
え
に
け
り
。

川
に
て
、
兄
の
有
様
を
一
目
見
て
、

と
、
鞭
に
鐙
を
操
添
へ
て
、
右
手
に

五
郎
是
を
見
で
知
ら
ず
、
矢
筈
を

I

’こ
の ’

尚
モ
馬
の
頭
を
直
シ
て
連
か
ム
と

（
ツ
ツ
）

欲
す
る
処
に
、
北
条
殿
樋
々
と
延
こ

て
中
に
隔
タ
リ
下
フ
。
其
上
弓
手
妻

手
よ
り
勢
共
多
ク
馳
違
ヒ
シ
、
、
橘

河
の
小
次
郎
、
岡
部
の
五
郎
馳
重
ケ

レ
は
、
力
及
〈
す
シ
て
留
ヌ
。

全
一
．
、

一
Ｌ
、

’
一
ノ



ら
じ
も
の
を
と
。
是
も
唯
貧
な
る
に

よ
り
て
の
事
な
り
。
人
を
恨
む
べ
き
一

に
あ
ら
ず
。
叶
は
い
憂
き
身
の
長
ら

へ
て
物
を
思
は
ん
よ
り
も
、
自
害
し
一

て
悪
霊
死
霊
と
も
な
り
て
、
本
意
を

遂
げ
ん
と
ぞ
悲
し
み
け
る
。

側
十
郎
こ
れ
を
間
き
て
、
暫
く
待
其
後
は
、
人
に
科
ら
れ
シ
と
て
、

鼻
ｂ
い

ち
給
へ
。
泰
山
（
の
）
雷
は
石
を
穿
十
郎
懸
ク
レ
は
五
郎
は
引
力
へ
、
五

た
ん
ど
く
つ
る
べ
な
は

っ
。
弾
極
の
纈
縄
、
井
桁
を
断
つ
。
郎
懸
ク
レ
は
十
郎
は
引
ナ
む
と
シ
ケ

ぜ
ん
ぴ

水
は
石
鑿
に
あ
ら
ず
、
漸
座
の
然
ら
し
〈
、
其
日
モ
空
暮
に
け
り
。

し
む
る
所
な
り
。
た
曹
心
を
延
べ
て
一

功
を
積
み
給
へ
。
今
宵
の
命
を
待
ち

給
へ
と
て
、
馬
引
き
寄
せ
て
打
乗
り

け
り
。ま
ず
い
の
部
分
を
見
る
と
、
仮
名
本
は
傍
線
㈲
。
④
。
⑰
を
添
え
て
、
真

名
本
と
大
き
く
異
同
す
る
。
つ
ま
り
、
仮
名
本
は
、
㈲
「
矢
所
多
し
と
言
へ

ど
も
Ｊ
１
な
ど
か
通
ら
で
あ
る
べ
き
」
に
お
い
て
、
十
郎
の
父
を
思
う
悲
し

い
心
情
を
披
歴
し
、
㈹
「
五
郎
も
同
じ
く
ｊ
く
左
衛
門
尉
に
措
し
当
て
引
か

ん
と
す
る
所
に
」
と
あ
え
て
五
郎
を
も
直
接
行
動
に
赴
か
せ
、
⑰
「
五
郎
是

を
見
で
ｊ
く
目
も
昏
れ
心
も
消
え
に
け
り
」
に
お
い
て
五
郎
の
祐
経
を
打
ち

逃
が
し
た
悔
や
し
い
心
情
を
と
り
た
て
て
叙
述
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
真
名

本
は
、
十
郎
の
行
為
を
「
馬
桐
と
廻
シ
」
「
馬
の
足
を
立
直
ス
‐
二
真
逆
様
に

、
返
上
」
「
前
二
油
糖
と
下
り
」
と
、
あ
く
ま
で
も
客
観
的
に
叙
述
し
て
い
る
。

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

さ
ら
に
②
。
③
の
部
分
を
見
る
と
、
仮
名
本
と
真
名
本
と
は
、
内
容
的
に

は
同
じ
叙
述
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
本
は
、
②
に
お
い

て
は
仇
敵
祐
経
を
射
逃
が
し
た
五
郎
の
悔
や
し
き
を
「
心
の
中
こ
そ
哀
れ
な

り
」
「
悪
霊
死
霊
と
な
り
て
、
本
意
を
遂
げ
ん
と
ぞ
悲
し
み
け
る
」
と
、
作

者
は
五
郎
の
心
情
に
身
を
寄
せ
て
語
っ
て
お
り
、
③
に
お
い
て
は
、
そ
の
五

郎
を
故
事
・
こ
と
わ
ざ
を
引
い
て
「
今
宵
の
命
を
待
ち
給
へ
」
と
慰
め
る
十

郎
の
悲
し
さ
を
主
情
的
に
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
真
名
本
は
、
②
に

お
い
て
は
、
「
北
条
殿
ｊ
く
隔
タ
リ
下
フ
」
「
岡
部
の
五
郎
馳
重
ケ
レ
は
」

「
力
及
〈
す
シ
て
留
ヌ
」
と
、
さ
ら
に
祐
経
を
追
う
行
為
を
淡
々
と
述
べ
、

③
に
お
い
て
は
、
「
十
郎
懸
ク
レ
は
五
郎
は
引
力
へ
」
「
其
日
モ
空
暮
に
け

り
」
と
、
事
件
の
経
過
を
客
観
的
に
叙
述
し
て
い
る
。

以
上
の
検
証
の
ご
と
く
、
仮
名
本
の
叙
述
は
、
あ
る
い
は
真
名
本
の
そ
れ

を
集
約
化
し
、
あ
え
て
登
場
す
る
人
物
に
身
を
寄
せ
、
き
わ
め
て
主
情
的
方

法
に
よ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
真
名
本
の
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
、
登
場
人

物
の
行
為
や
事
件
の
経
過
を
客
観
化
し
、
き
わ
め
て
写
実
的
叙
述
を
み
せ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
叙
述
の
方
法
は
、
お
よ
そ
全
巻
に
及
ん

で
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
い
ず
れ
が
語
り
物
文
芸
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
か
と
言
え
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
主
情
的
方
法
に
よ
る
前
者

の
仮
名
本
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
わ
た
く
し
は
、
す
で
に
真
名

本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格
を
あ
げ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
真
名
本
の
語
り
物
的
性
格
は
、
唱
導
的
世
界
に
お
い

て
習
熱
し
て
き
た
こ
と
を
断
わ
っ
て
き
た
。
が
、
実
は
、
こ
の
真
名
本
の
写

実
的
方
法
も
、
そ
の
世
界
の
な
か
で
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま

ート
ー



以
上
、
水
稲
は
、
巻
八
の
八
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
Ｖ
を
中
心
に
し
て
、

真
名
本
の
語
り
物
的
性
格
を
叙
述
の
方
法
に
訪
ね
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
論
究
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
こ
の
八
祐
経
を
射
ん
と
せ
し
事
Ｖ
の
条
に
は
う
か
が
え
な
か

っ
た
「
揃
物
」
的
叙
述
部
分
も
、
や
は
り
真
名
本
の
語
り
物
的
性
格
を
顕
蒋

に
示
す
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
す
で
に
巻
八
の
八
二
十
番
の

巻
狩
の
事
Ｖ
の
条
に
も
、
近
似
す
る
語
り
口
が
見
え
た
の
で
あ
る
が
、
巻
六

の
八
那
須
野
の
御
狩
の
事
Ｖ
に
は
、

明
ク
レ
は
鎌
倉
殿
は
、
梶
原
の
源
太
左
衛
門
を
以
て
勢
龍
の
者
共
を
ソ

召
き
る
。
仰
に
随
て
進
す
る
人
々
は
誰
々
ソ
。
和
田
左
術
門
義
盛
一
千

人
を
奉
ル
。
畠
山
の
次
郎
重
忠
一
千
人
を
奉
ル
。
宇
都
宮
の
左
衛
門
の

尉
朝
綱
一
千
人
を
奉
ル
。
小
山
の
新
左
術
門
重
国
一
千
人
を
奉
ル
。
河

（
マ
、
）

越
の
大
郎
重
頼
五
百
人
を
奉
ル
。
稲
毛
の
三
良
重
成
五
両
人
を
奉
ル
。

り
、
寺
院
の
唱
導
に
お
け
る
説
経
の
叙
述
は
、
一
部
、
主
情
的
部
分
を
含
み

な
が
ら
、
お
お
む
ね
写
実
的
方
法
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
比
嶮
因
縁
謹
の
文

体
は
、
一
部
、
カ
タ
リ
の
要
素
を
含
み
な
が
ら
、
全
体
的
に
は
ハ
ナ
シ
の
そ

れ
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
た
り
の
状
況
は
、
先
に
引
用
し
た
唱

導
の
説
草
の
類
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
写
実
的
方
法
は
、
説

経
文
学
の
一
つ
の
展
開
と
も
言
え
る
今
昔
物
語
集
や
宇
治
拾
遺
物
語
な
ど
の

税
話
叙
述
に
、
顕
著
に
見
川
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
ｈ
髪
に

榛
谷
の
四
郎
重
朝
三
百
人
を
奉
ル
。
江
戸
の
太
郎
重
長
五
百
人
を
奉

レ
。
…
…
海
野
の
小
太
郎
行
氏
三
百
人
を
奉
ル
。
笠
井
の
三
郎
情
重
五

ノ百
人
を
奉
ル
。
其
外
は
大
胡
・
大
室
・
深
栖
・
山
上
・
新
田
・
烏
川
・

佐
野
・
苑
田
・
矢
木
・
風
早
の
人
々
、
或
は
百
人
二
百
人
、
或
は
五
十

人
三
十
人
、
思
灸
心
々
に
こ
れ
を
奉
ケ
レ
ハ
、
…
…

な
ど
と
あ
る
。
あ
る
い
は
、
巻
八
の
八
祐
経
の
屋
形
へ
ゆ
き
し
事
Ｖ
に
続
く

八
屋
形
の
次
第
五
郎
に
か
た
る
事
Ｖ
の
条
に
は
、
「
屋
形
揃
」
と
で
も
称
す

べ
き
叙
述
が
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
十
郎
の
語
り
と
し
て
、

先
シ
南
門
一
一
臨
シ
、
内
陣
ヲ
見
入
テ
通
レ
ハ
、
左
ノ
烈
〈
、
相
州
ノ
守

護
和
田
ノ
左
衛
門
義
盛
・
子
息
四
郎
左
衛
門
・
弟
ノ
朝
夷
ノ
三
郎
義
秀

（
岡
）

・
平
六
兵
義
村
・
早
良
十
郎
義
連
・
土
肥
ノ
次
郎
実
平
・
置
崎
四
郎
義

実
、
屋
形
ヲ
並
ヘ
テ
有
卜
見
ッ
。
右
ノ
烈
ヲ
〈
、
武
州
ノ
守
護
人
畠
山

ノ
次
郎
重
忠
・
舎
弟
長
野
ノ
三
郎
重
清
・
江
戸
太
郎
重
長
・
新
貝
ノ
荒

次
郎
・
置
部
ノ
六
矢
太
忠
清
、
屋
形
ヲ
並
ヘ
テ
有
卜
見
ッ
。
外
陣
ヲ
見

出
テ
通
し
〈
、
左
ノ
烈
ハ
、
相
模
国
ノ
住
人
二
、
秦
野
ノ
馬
ノ
允
・
海

老
名
ノ
小
太
郎
・
・
：
：
、
右
ノ
烈
〈
、
横
山
太
郎
時
兼
・
仙
波
ノ
七
郎
…

…
、
西
門
一
一
臨
シ
、
内
陣
ヲ
見
テ
通
レ
ハ
、
左
ノ
烈
一
ス
、
稲
毛
ノ
三

郎
重
成
・
舎
弟
榛
谷
ノ
四
郎
重
朝
…
．
：
、
右
ノ
烈
〈
、
懐
島
ノ
平
ノ
椎

守
景
義
・
藤
左
衛
門
盛
成
：
…
．

な
ど
と
、
長
々
し
く
武
将
の
名
字
が
列
挙
さ
れ
る
。
ま
た
、
巻
四
の
八
鎌
倉

殿
箱
根
御
参
詣
の
事
Ｖ
の
条
に
は
、
友
の
僧
の
語
り
と
し
て
、
頼
朝
に
従
う

東
国
の
武
将
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
一
種
の
揃
物
と
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
巻
九
の
八
十
番
ぎ
り
の
海
Ｖ
は
、
巻
八
の

八



さ
て
作
品
と
し
て
の
曽
我
物
語
が
成
立
す
る
な
か
で
、
語
ら
れ
る
曽
我
物

語
も
存
し
て
、
主
に
鼓
を
打
つ
女
盲
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
は
や
く

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
や

⑳

謡
曲
「
望
月
」
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
語
り
は
、
鼓
を

伴
奏
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
曲
舞
に
通
じ
て
謡
ひ
物
的
要
素
が
強
か
っ
た
と
推

⑳

さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
一
体
の
『
自
戒
集
』
に
よ
る
と
、
琵
琶
法
師
に
準
ず
⑳

る
晴
眼
俗
休
の
絵
解
き
が
、
琵
琶
を
ひ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
曽
我
物
語
は
、
す
で
に
女
語
り
と
は
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
曽
我
兄
弟
の
物
語
は
、
曽
我
物
語
と
い
う
よ
り

も
、
そ
れ
か
ら
派
生
し
た
短
篇
の
芸
能
的
語
り
物
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い

⑳
マ
ハ
》
。

八
二
十
番
の
巻
狩
Ｖ
に
対
応
す
る
叙
述
部
分
と
し
て
言
え
る
か
、
こ
れ
も
揃

物
の
叙
述
に
近
接
す
る
。
さ
ら
に
は
、
巻
五
の
八
浅
間
の
御
狩
の
事
Ｖ
の
宿

所
に
お
け
る
各
武
将
の
夜
警
の
叙
述
も
、
揃
物
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
真
名
本
に
お
け
る
揃
物
的
叙
述
は
、
あ
く
ま
で
も
人
名
列

挙
の
唱
導
的
叙
述
と
響
き
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
揃
物
は
、

杼
情
を
主
と
す
る
語
り
物
の
叙
述
と
い
さ
さ
か
違
っ
て
、
唱
導
・
説
経
の
ヨ

ミ
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
真
名
本
の
語
り
物
的
性
格
は
、
そ
の
叙
述
方
法
に
よ
る
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
常
套
的
章
句
に
お
い
て
も
検
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ

の
語
り
物
的
章
句
も
、
真
名
本
曽
我
物
語
に
お
い
て
は
、
唱
導
・
説
経
の
そ

の
語
り
物
的
章
句
も
、
真
名
本
曽
我
物
語
に
お
』

れ
に
相
通
じ
る
も
の
と
判
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

具
名
木
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

見
ノ
ヲ
ク
ス
ミ
ノ
ト

伊
東
・
河
津
・
宇
佐
○
已
上
三
ヶ
庄
惣
名
楠
見
庄
口
也
、

ノ
ズ
ケ
ツ
ク

楠
見
入
道
ヨ
ー
燕
凍
斌
堵
榊
郊
訓
糀
擬
輪
鶏
窪

一
’
’’’

１
睦
震
獅
鯉
鴎
鐇
他
睡
鱈
一
幸
麺
墾
示
‐
｜
‐
十
郎
助
成

ス
（
助
）

後
号
二
伊
藤
口
道
ゞ
Ｉ
五
郎
時
宗

（
入
）

と
こ
ろ
で
、
右
の
曽
我
語
り
は
、
い
ず
れ
も
室
町
期
の
記
事
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
能
勢
朝
次
氏
は
、
は
や
く
南
北
朝
期
の
貞
和
年
間
に
、
盲
人

⑳

の
語
る
曽
我
物
語
の
存
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

は
、
「
貞
和
三
年
丁
亥
七
月
始
之
」
か
ら
書
き
出
さ
れ
、
「
‐
貞
和
四
年
八
月
十

二
三
日
比
」
に
書
き
お
え
ら
れ
た
『
醍
醐
寺
雑
記
」
八
第
四
十
三
冊
Ｖ
の
冒

頭
の
記
事
に
よ
ら
れ
た
も
の
に
あ
る
。
今
、
そ
れ
を
岡
見
正
雄
氏
の
「
室
町

ど
こ
ろ
』
（
藤
井
学
氏
翻
刻
）
に
よ
っ
て
、
改
め
て
見
る
に
、
ま
ず
そ
れ
は
、

メ
ク
ラ
ノ
（
記
）

一
、
蘇
我
十
郎
五
郎
事
依
井
中
目
闇
語
一
口
之

と
あ
‐
り
、
次
い
で

九
藤
力
郎
等
也
オ
ホ
ミ
ノ
コ

八
幡
三
郎
大
見
小
藤
太

相
模
国
住
人

蘇
我
太
郎
助
延
十
郎
五
郎
ヵ
継
父
池
、

九

童
名
一
万

非
里
々
澳
相
王

、



と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
「
井
中
目
闇
」
（
田
舎
盲
）
の
語
っ
た

曽
我
物
語
の
要
点
を
記
し
た
も
の
で
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
巻
一
・
巻
二
に

当
る
。
そ
し
て
、
藤
井
学
氏
は
、
こ
の
「
井
中
目
闇
」
を
、
「
田
舎
か
ら
や
っ

て
来
た
盲
人
」
「
筆
者
の
寺
僧
が
田
舎
と
認
識
し
た
都
近
辺
よ
り
遠
く
は
な

れ
た
地
方
、
こ
こ
で
は
あ
る
い
は
東
国
か
ら
来
た
盲
人
‐
｜
と
推
定
さ
れ
、
そ

こ
に
書
か
れ
た
韓
・
系
譜
の
系
図
が
「
流
布
本
・
真
名
本
の
『
曽
我
物
語
一

や
『
尊
卑
分
脈
』
『
伊
東
系
図
」
『
二
階
堂
系
図
』
『
河
津
系
図
』
『
吾
妻
鏡
』

⑳

中
の
人
名
と
異
な
る
」
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
村
上
学
氏

は
、
右
の
冒
頭
の
「
伊
東
・
河
津
・
宇
佐
見
、
云
々
」
の
記
述
が
仮
名
本
と

一
致
し
て
お
り
、
「
右
側
の
系
図
は
巻
一
の
前
半
に
当
た
る
部
分
の
系
図
化
」

「
左
側
の
系
図
は
仮
名
本
巻
二
の
頼
朝
蜂
起
説
話
を
系
図
化
し
た
も
の
」
で
、

「
こ
の
語
り
は
仮
名
本
曽
我
物
語
が
現
行
の
巻
構
成
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
芸
能
の
範
晴
に
傾
斜
し
て
語
り
物
化
し
た
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

⑳

と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
「
井
中
目
間
」
の
語
る
八
蘇
我
十
郎
五
即
事
Ｖ
が
、
す
で
に
仮
名
本

に
属
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
い
ま
だ
確
定
で
き
得
ぬ
も
の
と
わ
た
く
し
は

思
う
。
し
か
し
、
真
名
本
曽
我
物
語
の
成
立
期
に
、
随
分
と
近
い
貞
和
年

間
、
作
品
と
し
て
の
曽
我
物
語
と
か
か
わ
る
曽
我
兄
弟
證
が
、
す
で
に
田
舎

肋

親
１
１
助
ｌ
伊

１
次
口
頼
朝
ノ
要

｜
嫡へ

女
一'

一
不
河
津
三
郎

藤
九
郎（

工
）

女
初
ハ
九
藤

後 後
ニ

ノ､

キ鴇
ノノ哩
孫次
太郎
郎実

蒋
’

二
○

盲
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
確
認
で
き
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ

し
て
仮
名
本
曽
我
物
語
は
、
こ
の
田
舎
盲
・
女
盲
た
ち
の
な
か
で
展
開
し
た

⑰

芸
能
的
曽
我
語
り
を
吸
収
し
な
が
ら
改
変
さ
れ
た
こ
と
も
ほ
ぼ
真
違
い
あ
る

ま
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
真
名
本
曽
我
物
語
が
、
能
勢
氏
の
説
か
れ
る
ご
と

く
、
右
の
「
井
中
目
闇
」
の
語
り
を
『
原
型
曽
我
物
語
』
と
し
て
成
っ
た
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
た
だ
ち
に
決
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
右

の
『
醍
醐
寺
雑
記
』
の
八
蘇
我
十
郎
五
郎
事
Ｖ
の
記
事
は
、
真
名
本
曽
我
物

語
以
前
に
も
、
芸
能
化
し
た
曽
我
語
り
の
存
在
し
た
可
能
性
を
想
定
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
名
本
の
編
者
は
、
盲
人
の
語
り
を
含
め
て
、
先

行
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
曽
我
語
り
に
よ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
唱
導
的
世
界
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
を
大
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
叙

述
は
、
盲
人
の
語
り
物
と
は
そ
れ
な
り
に
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
は
、
盲
人
の
語
り
に
一
部
通
じ
て
、
盲
人
な
ら
ぬ
晴
眼
の
ヒ
ジ

リ
の
八
語
り
Ｖ
（
ヨ
ミ
・
ト
ク
・
カ
タ
ル
）
に
属
す
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な

る
ま
い
。

注
①
折
口
信
夫
氏
「
国
文
学
の
発
生
」
（
第
四
稿
）
八
唱
導
的
方
面
を

中
心
と
し
て
Ｖ
（
折
匡
信
夫
全
集
・
第
一
巻
）

③
「
立
命
館
文
学
」
三
二
九
・
三
三
○
号
「
曽
我
語
り
の
発
生
」
但
、

同
三
三
一
’
三
三
三
号
「
曽
我
語
り
の
発
生
」
㈱
、
同
三
七
三
・
三

七
四
号
「
曽
我
語
り
の
発
生
」
、
、
同
三
七
九
’
三
八
一
号
「
曽
我

語
り
と
唱
導
」
㈲
、
同
三
八
二
・
三
八
三
号
「
曽
我
語
り
と
唱
導
」

。
、
同
三
九
四
・
三
九
五
号
「
曽
我
語
り
と
唱
導
」
白
、
同
四
○
○

＃
’
四
○
二
号
「
曽
我
語
り
と
唱
導
」
四



③
④
右
掲
注
①
折
口
論
文
、
角
川
源
義
氏
「
曽
我
物
語
ノ
ー
ト
」
「
語

り
物
と
箱
根
」
（
『
中
世
語
り
物
文
芸
の
発
生
』
所
収
）
、
拙
稿
「
曽

我
物
語
覚
え
書
き
ｌ
そ
の
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
立
命
館
文

学
』
四
○
三
’
四
○
五
号
）
な
ど
。

⑤
『
伝
承
文
学
研
究
」
二
十
号
「
曽
我
物
語
の
成
立
ｌ
真
名
本
曽
我

物
語
の
唱
導
性
１
日
」

⑥
『
国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
六
巻
八
号
（
昭
砧
・
８
月
）
八
説

話
文
学
と
は
な
に
か
Ｖ
所
収
。

⑦
後
藤
丹
治
氏
「
平
家
物
語
出
典
考
」
（
『
戦
記
物
語
の
研
究
』
所

収
）
筑
土
鈴
寛
氏
「
平
家
物
語
覚
え
書
き
」
（
『
復
古
と
叙
事
詩
』
所

収
）
、
角
川
源
義
氏
「
語
り
物
と
安
居
院
」
（
『
中
世
語
り
物
文
芸
の

発
生
」
所
収
）
、
富
倉
徳
次
郎
氏
「
平
家
物
語
の
芽
生
え
」
（
『
平
家

物
語
研
究
』
第
一
章
）
な
ど
。

③
『
言
泉
集
』
『
転
法
輪
抄
』
（
永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
両
氏
編
『
安

居
院
唱
導
集
山
』
所
収
）
、
「
澄
憲
作
文
集
」
（
大
曽
根
章
介
氏
、
『
中

世
文
学
の
研
究
』
所
収
）
な
ど
参
照
。

⑨
永
井
義
憲
氏
「
金
沢
文
庫
蔵
『
餓
鹿
因
縁
』
の
こ
と
」
（
「
大
妻
国

文
』
第
二
号
）

⑩
岡
見
正
雄
氏
「
説
経
と
説
話
」
（
『
仏
教
芸
術
』
五
四
号
）
、
庵
遥
巌

氏
「
舞
曲
『
満
仲
」
の
形
成
」
（
「
山
梨
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
五
号
）

⑪
永
井
義
憲
氏
「
唱
導
文
学
史
資
料
考
的
」
（
『
日
本
仏
教
文
学
研

究
』
第
一
集
）

⑫
岡
見
正
雄
氏
「
説
経
と
説
話
ｌ
建
保
四
年
写
明
尊
草
案
集
中
の

一
説
話
の
釈
文
ｌ
」
（
『
国
語
国
交
』
第
二
六
巻
八
号
）

⑬
そ
れ
は
、
Ａ
①
「
彼
の
声
に
付
シ
、
行
て
見
レ
は
、
（
中
略
）
若
君

の
只
一
人
泣
て
御
シ
け
り
」
ｌ
↓
Ａ
②
「
漸
ク
近
付
て
見
奉
レ
は
、
気

張
の
二
シ
小
袖
を
着
下
へ
り
」
ｌ
↓
Ａ
③
「
泣
下
へ
る
顔
付
モ
殊
に
労

シ
ク
覚
ェ
け
る
（
中
略
）
若
君
を
界
キ
懐
キ
奉
て
、
埴
の
小
屋
に
立

真
名
本
曽
我
物
語
の
語
り
物
的
性
格

返
シ
、
、
賞
シ
遵
キ
奉
ル
」
に
見
出
せ
る
。

⑭
た
と
え
ば
、
仲
光
の
子
幸
寿
丸
が
、
美
女
丸
の
身
替
り
と
な
る
場

面
に
は
、
Ａ
①
「
母
ノ
心
ノ
中
コ
ソ
哀
二
覚
候
へ
」
ｌ
↓
Ａ
②
「
児
ノ
心

ノ
中
サ
コ
ソ
候
ラ
メ
」
１
１
↓
Ａ
③
「
満
仲
ノ
御
心
ノ
中
コ
ソ
哀
ナ
レ
｜

と
見
え
、
ま
た
Ｂ
①
「
幸
寿
丸
母
上
ヲ
見
ヨ
リ
涙
ヲ
ハ
ラ
ノ
、
卜
流

ス
」
ｌ
↓
Ｂ
②
「
父
目
モ
ク
レ
心
モ
ァ
キ
レ
テ
失
ス
ベ
シ
ト
モ
覚
エ

ズ
」
ｌ
↓
乃
③
「
父
母
フ
タ
リ
ノ
中
一
一
置
テ
、
泣
悲
ム
有
サ
マ
職
ン
方

ナ
カ
リ
ケ
リ
」
な
ど
と
あ
る
。

⑮
山
下
宏
明
氏
は
、
「
鎮
魂
の
物
語
と
し
て
の
『
曽
我
物
語
』
（
『
名

古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
三
八
号
・
昭
弱
・
３
月
）
の
な
か

で
、
そ
の
物
語
進
行
上
の
効
果
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。

⑯
山
下
宏
明
氏
「
武
者
所
の
輩
存
知
す
べ
き
条
々
Ｉ
軍
記
物
語
の
様

式
ｌ
」
（
『
平
家
物
語
の
生
成
』
所
収
）
、
拙
稿
「
幸
若
舞
曲
の
性
格
」

（
「
中
世
語
り
物
文
芸
ｌ
そ
の
系
譜
と
展
開
Ｉ
』
所
収
）
な
ど
参
照
。

⑰
右
掲
注
⑯
拙
稿
「
幸
若
舞
曲
の
性
格
」

⑬
「
勝
尾
寺
文
言
』
雑
書
巻
「
勝
尾
寺
毎
年
出
来
大
小
事
等
目
録
一

（
『
箕
尾
市
史
』
第
一
巻
）
な
ど
に
よ
る
。
拙
稿
「
安
居
院
と
東
国
」

（
『
神
道
集
説
話
の
成
立
』
所
収
）
参
照
。

⑲
仮
名
本
諸
本
で
は
、
や
は
り
岐
古
態
を
示
す
本
書
を
荒
木
良
雄
氏

校
註
本
に
よ
っ
て
示
し
た
。

⑳
江
波
熈
氏
「
曽
我
物
語
に
就
い
て
」
二
国
語
と
国
文
学
」
大
正
通

年
、
月
）

⑳
能
勢
朝
次
氏
「
貞
和
時
代
の
『
曽
我
物
語
』
（
「
国
語
国
文
学
研

究
』
第
十
輯
、
昭
Ⅳ
年
哩
月
）

⑳
岡
見
正
雄
氏
「
絵
解
の
こ
と
な
ど
」
（
「
岩
波
古
典
文
学
大
系
』

八
月
報
Ｖ
私
号
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

「
此
御
影
ノ
賛
ヲ
ミ
ヨ
卜
云
テ
フ
ヶ
ラ
ヵ
ス
。
エ
ト
キ
が
琵
琶
ヲ
上



キ
サ
シ
テ
烏
帯
一
一
テ
ァ
レ
バ
畠
山
ノ
六
郎
コ
レ
ハ
曽
我
ノ
＋
郎
五
郎

ナ
ン
ド
云
一
一
似
タ
リ
」
と
あ
り
、
巻
八
の
富
士
野
裾
野
の
巻
狩
の
場

面
の
語
り
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
村
上
学
氏
「
語
り
物
の
諸
相
ｌ
「
曽
我
物
語
」
『
義
経
記
』
と
幸
若

舞
曲
な
ど
ｌ
」
（
小
山
弘
志
氏
編
「
日
本
文
学
新
史
』
八
中
世
Ｖ
所

耐
陛
）

Ｉ
少
、

⑳
右
掲
注
⑳
「
貞
和
時
代
の
『
曽
我
物
語
』
」

⑳
『
室
町
ど
こ
ろ
』
所
収
「
醍
醐
寺
雑
記
」
八
解
題
Ｖ

⑳
右
掲
注
⑳
「
語
り
物
の
諸
相
ｌ
『
曽
我
物
語
』
『
義
経
記
』
と
幸

若
舞
曲
な
ど
ｌ
」

⑳
右
掲
治
⑳
能
勢
朝
吹
氏
「
貞
和
時
代
の
「
曽
我
物
語
』
」

〔
補
記
〕
本
稿
の
八
は
じ
め
に
Ｖ
か
ら
八
真
名
本
の
三
分
的
叙
述
方
蒔
Ｖ
ま

で
は
、
至
文
堂
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
『
国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
釦
年

４
月
号
八
特
集
・
中
世
語
り
物
Ｖ
に
「
曽
我
物
語
（
真
名
本
）
Ｉ
語
り
物

の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
と
題
し
て
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま

で
は
、
い
さ
さ
か
不
十
分
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
の
で
、
あ
え
て
補
っ
て

本
誌
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
ふ
ぐ
だ
。
あ
き
ら
本
学
教
授
）

二

二


